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シーパワーに対するバランシング行動

1

シ
ー
パ
ワ
ー
に
対
す
る
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動

│
│�

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
英
独
軍
備
競
争
を
事
例
と
し
て
│
│

齊　
　

藤　
　

拓　
　

海

は
じ
め
に

一　

先
行
研
究
と
分
析
枠
組
み

　

㈠　

先
行
研
究
の
批
判
的
検
討

　

㈡　

分
析
枠
組
み

　

㈢　

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
建
艦
競
争

二　

ド
イ
ツ
海
軍
の
制
海
能
力
と
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動

　

㈠　

ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
制
海
能
力
の
構
築
と
向
上

　

㈡　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
ド
イ
ツ
制
海
能
力
に
対
す
る
脅
威
認
識

　

㈢　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
よ
る
ド
イ
ツ
制
海
能
力
へ
の
対
抗
策

三　

ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
能
力
と
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動

　

㈠　

ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
通
商
破
壊
能
力
の
構
築
と
向
上

　

㈡　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
ド
イ
ツ
通
商
破
壊
能
力
に
対
す
る
脅
威
認
識

　

㈢　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
よ
る
ド
イ
ツ
通
商
破
壊
能
力
へ
の
対
抗
策

お
わ
り
に
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 2

は
じ
め
に

　

本
稿
は
領
域
的
パ
ワ
ー
と
国
家
の
政
策
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
特
に
シ
ー
パ
ワ
ー
と
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
に
注
目
し
て
い
る
。
近
年
、

軍
事
行
動
を
行
う
領
域
の
拡
大
が
指
摘
さ
れ
、
米
軍
は
軍
種
と
し
て
の
宇
宙
軍
や
サ
イ
バ
ー
部
隊
の
強
化
を
行
っ
て
い
る
。
自
衛
隊
も
宇

宙
や
サ
イ
バ
ー
領
域
を
専
門
と
す
る
部
隊
を
編
成
す
る
な
ど
、
領
域
的
パ
ワ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
軍
事
力
を
領
域
ご
と
に
分
け
て
認

識
す
る
以
上
、
各
領
域
に
お
け
る
パ
ワ
ー
が
国
家
の
政
策
に
与
え
る
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
は
有
益
と
な
る
だ
ろ
う
。
新
し
い
領
域
が
増

え
つ
つ
あ
る
現
在
、
領
域
と
政
策
を
考
え
る
上
で
古
い
領
域
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
古
い
領
域
を
見
直
す
こ
と
で
、
新

領
域
の
影
響
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
本
の
直
面
す
る
脅
威
と
し
て
中
国
の
海
洋
進
出
や
海
軍
の
拡
大
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
中
国
海
軍
の
戦
力
は
二
〇
二
〇
年
末
ま

で
に
三
六
〇
隻
、
二
〇
三
〇
年
に
は
四
二
五
隻
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
米
国
や
日
本
も
海
上
戦
力
を
拡
大
し
て
い
る
。
米
海
軍

は
二
〇
二
〇
年
の
建
艦
計
画
で
二
〇
五
〇
年
代
ま
で
に
約
五
五
〇
隻
の
艦
隊
を
保
有
す
る
計
画
で
あ
る
（
１
）。

日
本
も
海
上
戦
力
を
強
化
し
て

お
り
、
護
衛
艦
は
四
八
隻
、
潜
水
艦
は
一
六
隻
と
さ
れ
て
い
た
定
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
四
隻
、
二
二
隻
へ
と
増
数
さ
れ
、
新
た
に
哨
戒
艦

を
一
二
隻
保
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
２
）。

　

し
か
し
、
現
在
の
情
勢
と
は
反
対
に
、
シ
ー
パ
ワ
ー
は
土
地
を
占
領
で
き
な
い
た
め
脅
威
で
な
く
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
、
特
に
対
抗
同

盟
を
引
き
起
こ
さ
な
い
と
す
る
研
究
も
存
在
す
る
（
３
）。

こ
の
研
究
に
基
づ
け
ば
、
脅
威
で
は
な
い
中
国
海
軍
の
拡
大
に
対
抗
す
る
よ
う
な
日

米
の
行
動
は
不
可
解
な
も
の
に
映
る
だ
ろ
う
。
現
実
と
理
論
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
検
討
す
る
こ
と
も
、
理
論
の
強
化
と
と
も
に
現
実
を
よ
り
よ

く
認
識
す
る
た
め
に
有
益
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
研
究
に
対
し
て
、
軍
事
力
全
般
を
脅
威
と
捉
え
て
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
の
発
生
を
指
摘
す
る
研
究
も
存
在
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す
る
（
４
）。

両
方
の
研
究
を
検
討
す
る
と
、
三
つ
の
問
題
・
論
争
点
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
一
つ
目
は
シ
ー
パ
ワ
ー
の
脅
威

性
に
つ
い
て
、
二
つ
目
は
パ
ワ
ー
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
、
三
つ
目
は
事
例
研
究
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
本
稿
で
は
「
シ
ー
パ
ワ
ー
は
脅
威
と
な
り
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
引
き
起
こ
す
の
か
」
と
い
う
問
い
を
設
定
し
、
三
つ
の

問
題
・
論
争
点
に
関
し
て
検
討
し
よ
う
と
試
み
る
。
問
い
に
対
し
て
は
、「
シ
ー
パ
ワ
ー
は
敵
の
軍
事
力
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
脅
威
と
な
り
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
引
き
起
こ
す
」
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
こ
の
仮
説
を
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
海
軍
と
イ

ギ
リ
ス
海
軍
を
事
例
に
取
り
上
げ
て
検
証
す
る
。
事
例
研
究
で
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
能
力
向
上
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
ど
の
よ
う
な

脅
威
認
識
を
持
ち
対
抗
し
た
の
か
を
、
議
会
や
海
軍
に
関
す
る
資
料
集
な
ど
の
一
次
資
料
と
二
次
資
料
を
用
い
て
検
証
す
る
。

　

第
一
章
で
は
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
に
関
す
る
研
究
を
概
観
し
た
後
、
シ
ー
パ
ワ
ー
と
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
に
関
す
る
研
究
を
取
り
上

げ
て
、
そ
の
研
究
の
問
題
点
や
論
争
点
を
述
べ
る
。
そ
の
後
、
上
述
し
た
問
い
と
仮
説
を
設
定
し
た
後
、
分
析
枠
組
み
を
提
示
す
る
。
第

二
章
で
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
制
海
能
力
の
向
上
を
見
た
後
で
、
そ
れ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
脅
威
認
識
と
対
抗
策
を
観
察
し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
能
力
の
向
上
を
見
た
後
で
、
そ
れ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
脅
威
認
識
と
対
抗
策
を
観
察
し

て
い
る
。
最
後
に
、
検
証
結
果
を
ま
と
め
、
三
つ
の
問
題
・
論
争
点
へ
の
答
え
を
含
意
と
と
も
に
述
べ
る
。

一　

先
行
研
究
と
分
析
枠
組
み

　

第
一
章
で
は
、
先
行
研
究
の
批
判
的
検
討
と
本
稿
の
分
析
枠
組
み
を
提
示
す
る
。
㈠
で
は
本
稿
で
注
目
す
る
研
究
を
詳
し
く
レ
ビ
ュ
ー

し
、
そ
の
過
程
で
発
見
さ
れ
た
先
行
研
究
の
問
題
・
論
争
点
を
指
摘
し
た
後
、
本
稿
で
の
問
い
を
設
定
す
る
。
㈡
で
は
、
本
稿
の
仮
説
を

提
示
し
、
そ
の
論
理
を
説
明
す
る
。
次
に
事
例
を
選
択
し
た
後
で
、
使
用
す
る
資
料
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
㈢
で
は
本
稿
で
扱
う
事
例
で

あ
る
英
独
建
艦
競
争
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
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㈠　

先
行
研
究
の
批
判
的
検
討

　

㈠
で
は
、
初
め
に
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
に
関
す
る
研
究
に
軽
く
触
れ
た
後
、
シ
ー
パ
ワ
ー
と
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
に
関
す
る
研
究
を
詳

細
に
検
討
す
る
。
そ
の
後
、
そ
れ
に
反
論
す
る
主
張
も
検
討
し
、
そ
の
問
題
・
論
争
点
か
ら
問
い
を
導
き
出
す
。
詳
細
に
検
討
す
る
の
は

レ
ヴ
ィ
（Jack�Levy

）
と
ト
ン
プ
ソ
ン
（W

illiam
�T

hom
pson

）
に
よ
る
研
究
及
び
パ
レ
ン
ト
（Joseph�Parent

）
と
ロ
サ
ト
（Sebastian�

Rosato

）
の
研
究
で
あ
る
。
そ
の
後
、
問
題
・
論
争
点
を
三
つ
指
摘
し
た
後
、
本
稿
の
問
い
を
導
き
出
す
。

１　

シ
ー
パ
ワ
ー
と
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
に
関
す
る
研
究

　

様
々
な
政
策
が
一
括
り
に
さ
れ
る
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
説
明
す
る
た
め
に
、
勢
力
均
衡
論
と
脅
威
均
衡
論
が
存
在
す
る
。
両
理
論
の

差
異
は
国
家
の
生
存
に
対
し
て
パ
ワ
ー
自
体
が
脅
威
と
み
な
す
か
、
パ
ワ
ー
を
構
成
す
る
要
素
の
一
部
や
外
部
環
境
で
脅
威
が
変
化
す
る

と
み
な
す
の
か
と
い
う
点
に
存
在
す
る
。
脅
威
均
衡
論
に
お
け
る
脅
威
は
総
合
的
パ
ワ
ー
、
攻
撃
的
パ
ワ
ー
、
地
理
的
近
接
性
、
攻
撃
的

意
図
と
い
う
四
個
の
要
素
か
ら
な
る
（
５
）。

　

冷
戦
後
に
生
ま
れ
た
米
国
の
覇
権
に
対
し
て
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
が
生
じ
る
の
か
が
議
論
と
な
り
、
様
々
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。
米
国

は
既
に
覇
権
を
達
成
し
て
い
る
の
で
、
他
国
が
対
抗
す
る
に
は
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
が
起
き
な
い
と
す
る
説
明
（
６
）や

オ

フ
シ
ョ
ア
・
バ
ラ
ン
サ
ー
で
あ
る
米
国
は
現
状
維
持
志
向
で
あ
る
た
め
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
は
起
き
な
い
と
す
る
説
明
が
あ
る
（
７
）。

米
国
に

正
面
か
ら
挑
ま
な
い
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
が
起
き
る
と
す
る
研
究
も
あ
る
（
８
）。

　

様
々
な
説
明
を
提
供
す
る
研
究
が
あ
る
中
で
、
領
域
的
要
因
を
取
り
込
ん
だ
研
究
が
存
在
し
て
い
る
。
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
の
研
究

は
シ
ー
パ
ワ
ー
と
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
と
い
う
攻
撃
的
パ
ワ
ー
の
性
質
に
注
目
し
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
研
究
し
て
い
る
（
９
）。

　

レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
勢
力
均
衡
と
同
盟
結
成
の
モ
デ
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
国
家
行
動
に
基
づ
い
て

お
り
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
を
含
む
シ
ス
テ
ム
で
は
異
な
る
国
家
行
動
が
観
察
さ
れ
る
。
陸
軍
中
心
の
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
が
覇
権
に
近
づ
く
と
、
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他
国
は
そ
の
国
家
に
対
抗
す
る
同
盟
を
結
成
す
る
傾
向
が
強
く
な
る）
（1
（

。

　

対
照
的
に
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
に
よ
る
パ
ワ
ー
の
集
中
は
、
対
抗
同
盟
を
生
み
出
さ
な
い
。
領
土
と
政
治
体
制
の
維
持
が
最
優
先
目
的
で

あ
る
国
家
に
と
っ
て
、
土
地
を
占
領
で
き
な
い
海
軍
を
中
心
と
し
、
貿
易
重
視
の
、
土
地
を
侵
略
す
る
動
機
が
薄
い
シ
ー
パ
ワ
ー
国
は
脅

威
と
な
ら
な
い
。
ま
た
、
海
軍
の
建
設
に
は
大
き
な
コ
ス
ト
が
掛
か
る
う
え
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
の
作
る
経
済
レ
ジ
ー
ム
か
ら
他
国
は
利
益

を
得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
へ
の
対
抗
は
、
コ
ス
ト
が
高
い
反
面
、
得
ら
れ
る
利
益
が
少
な
い）
（（
（

。

　

彼
ら
は
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
に
つ
い
て
五
個
の
仮
説
を
設
定
し
て
い
る
。
仮
説
を
ま
と
め
る
と
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
は
対
抗
同
盟
を
結
成
さ

れ
に
く
く
、
そ
の
傾
向
は
シ
ー
パ
ワ
ー
国
が
強
大
化
す
る
ほ
ど
強
く
な
る
。
反
対
に
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
が
強
大
化
す
る
ほ
ど
同
盟
国
は
増

加
す
る）
（1
（

。

　

以
上
の
仮
説
が
、
一
五
世
紀
末
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
に
基
づ
き
定
量
的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
シ
ー
パ
ワ
ー
は
各
年
代
の
主

力
艦
数
に
よ
っ
て
計
測
さ
れ
る
。
検
証
の
結
果
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
に
対
し
て
対
抗
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
結
成
可
能
な
機

会
に
比
べ
、
実
際
に
結
ば
れ
た
回
数
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
が
強
大
化
す
る
ほ
ど
、
対
抗
同
盟
を
結
成
す
る
国
家
は
少

な
く
な
り
、
反
対
に
シ
ー
パ
ワ
ー
国
と
同
盟
す
る
国
家
は
増
加
し
た）
（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
が
反
論
し
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
研
究
が
同
盟
ば
か
り
に
注
目
し
内
的
バ

ラ
ン
シ
ン
グ
に
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
た
め
、
国
家
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
正
確
に
評
価
で
き
て
い
な
い
。
実
際
、
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ

ソ
ン
は
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
の
研
究
が
同
盟
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
は
、
そ
れ
が
バ
ラ
ン
シ
ン

グ
行
動
な
の
か
判
別
す
る
の
が
困
難
と
い
う
理
由
で
研
究
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る）
（1
（

。

　

ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
前
提
に
基
づ
け
ば
、
国
家
は
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
行
う
際
に
、
信
頼
性
の
低
い
外
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
に
は
頼
ら

ず
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
に
頼
る
傾
向
が
あ
る
。
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
に
は
軍
拡
と
模
倣
が
あ
り
、
軍
拡
は
兵
器
や
人
員
の
増
加
、
模
倣
は

他
国
の
運
用
コ
ン
セ
プ
ト
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る）
（1
（

。
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パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
は
、
地
理
的
要
因
の
影
響
を
考
慮
し
て
い
る
。
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
と
シ
ー
パ
ワ
ー
国
は
国
防
に
注
ぐ
努
力
の
度
合

い
が
異
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
、
国
家
は
遠
く
の
シ
ー
パ
ワ
ー
国
よ
り
も
近
く
の
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
に
脅
威
を
抱
く
傾
向
が

あ
る
と
同
時
に
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
は
シ
ー
パ
ワ
ー
に
、
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
は
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
に
よ
り
反
応
す
る
傾
向
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

シ
ー
パ
ワ
ー
国
は
同
盟
政
策
を
採
用
し
な
い
傾
向
が
強
い）
（1
（

。

　

彼
ら
は
パ
ワ
ー
を
測
定
す
る
に
あ
た
り
、
人
員
と
予
算
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
の
区
分
は
、

パ
ワ
ー
が
地
理
を
克
服
し
な
い
限
り
地
理
的
な
区
分
に
基
づ
い
て
い
る
。
以
上
の
基
準
に
基
づ
き
、
彼
ら
は
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
四
五

年
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
を
事
例
と
し
て
検
証
し
て
い
る）
（1
（

。

　

レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
は
シ
ー
パ
ワ
ー
国
と
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
を
区
別
せ
ず
、
国
家
は
両
方
の
性
質
を
持
つ
と
し
て
い
る
の
で）
（1
（

、
国
家

の
性
質
で
な
く
、
保
有
す
る
パ
ワ
ー
ご
と
に
判
断
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

要
す
る
に
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
の
研
究
は
、
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
に
注
目
す
れ
ば
「
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
は
大
国
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動

に
つ
い
て
説
得
力
の
あ
る
説
明）
（1
（

」
を
提
供
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

２　

先
行
研
究
の
問
題
・
論
争
点
と
問
い
の
設
定

　

レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
の
研
究
は
、
土
地
を
占
領
で
き
な
い
海
軍
を
主
力
と
す
る
シ
ー
パ
ワ
ー
国
は
他
国
の
脅
威
と
な
ら
な
い
こ
と
を

前
提
に
し
て
い
る
。
そ
の
前
提
に
基
づ
き
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
に
対
抗
す
る
同
盟
が
起
き
に
く
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
パ
レ
ン

ト
と
ロ
サ
ト
の
研
究
は
、
国
家
は
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
に
頼
る
傾
向
が
あ
り
、
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
に
注
目
す
れ
ば
、
国
家
の
バ
ラ
ン
シ

ン
グ
行
動
が
十
分
に
観
察
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
研
究
に
関
わ
る
一
つ
目
の
問
題
・
論
争
点
は
、
シ
ー
パ
ワ
ー
の
脅
威
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
が
述
べ
る

シ
ー
パ
ワ
ー
は
脅
威
で
は
な
い
と
い
う
前
提
が
適
切
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
土
地
を
占
領
す
る
能
力
の
み
が
脅
威
に

な
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
問
題
も
存
在
す
る
。
海
軍
は
土
地
を
占
領
で
き
な
い
も
の
の
、
敵
の
軍
事
力
を
破
壊
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
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る
。

　

レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
の
主
張
は
、
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
に
よ
る
研
究
と
の
論
争
点
を
生
み
出
し
て
い
る
。
仮
に
シ
ー
パ
ワ
ー
が
脅
威

で
な
い
な
ら
ば
、
対
抗
同
盟
が
結
ば
れ
な
い
こ
と
を
説
明
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
に
対
抗
す
る
内
的
バ
ラ
ン
シ

ン
グ
の
説
明
に
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
海
軍
が
脅
威
で
な
い
な
ら
ば
、
内
的
・
外
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
は
と
も
に
発
生
し
な
い
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

仮
に
シ
ー
パ
ワ
ー
が
脅
威
と
な
る
な
ら
ば
、
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
の
発
生
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
は
、
シ
ー
パ
ワ
ー

国
に
対
抗
す
る
同
盟
が
結
ば
れ
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
の
主
張
が
成
立
し
な
く
な
る
。
な
お
、

対
抗
同
盟
が
結
ば
れ
に
く
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
主
張
が
一
致
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
問
題
・
論
争
点
は
パ
ワ
ー
の
測
定
基
準
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
は
海
軍
が
脅
威
と
な
ら
ず
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
か
ら

経
済
的
恩
恵
を
得
ら
れ
る
た
め
対
抗
同
盟
が
結
成
さ
れ
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
シ
ー
パ
ワ
ー
を
主
力
艦
の
数
に
よ
っ
て
計
測
し

て
お
り
、
経
済
力
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る）
11
（

。
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
は
パ
ワ
ー
を
軍
事
力
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
測
定

は
兵
員
と
予
算
を
基
準
に
し
て
い
る
た
め）
1（
（

、
戦
闘
能
力
や
運
用
コ
ン
セ
プ
ト
、
海
軍
や
空
軍
に
と
っ
て
重
要
な
兵
器
の
数
や
質
が
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
海
軍
を
脅
威
と
考
え
な
い
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
主
力
艦
と
い
う
加
害
能
力
を
計
測
し
て
い
る
一
方
で
、
軍
事
力
を

脅
威
と
考
え
る
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
は
、
人
員
と
予
算
で
計
測
し
、
直
接
的
な
加
害
能
力
を
測
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
パ
レ
ン
ト
と
ロ

サ
ト
は
原
則
と
し
て
地
理
に
基
づ
き
国
家
の
性
質
を
分
類
し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
の
言
う
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
の
有
す
る
海
軍
力
や
シ
ー
パ

ワ
ー
国
の
陸
軍
力
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
る
の
も
難
し
い）
11
（

。

　

三
つ
目
の
問
題
・
論
争
点
は
事
例
研
究
に
つ
い
て
で
あ
る
。
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
の
強
大
化
と
対
抗
同
盟
の
結

成
に
つ
い
て
五
〇
〇
年
間
の
歴
史
を
調
査
し
て
い
る）
11
（

。
ケ
ー
ス
数
は
膨
大
で
あ
る
が
、
定
量
的
な
手
法
を
使
用
し
て
い
る
た
め
因
果
関
係
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の
プ
ロ
セ
ス
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
結
果
、
シ
ー
パ
ワ
ー
が
脅
威
で
な
い
と
い
う
前
提
を
検
証
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
。

　

パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
は
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
独
仏
露
の
事
例
を
用
い
て
、
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
の
有
無
を
検
証
し
て
い
る
。

彼
ら
の
研
究
は
地
理
的
要
因
の
影
響
を
認
め
て
い
る
が
、
事
例
研
究
は
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
に
集
中
し
て
お
り
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
間
、
ラ
ン

ド
パ
ワ
ー
国
と
シ
ー
パ
ワ
ー
国
間
の
事
例
に
触
れ
て
い
な
い）
11
（

。

　

上
記
の
問
題
・
論
争
点
か
ら
、
本
稿
で
は
「
シ
ー
パ
ワ
ー
は
脅
威
と
な
り
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
引
き
起
こ
す
の
か
」
と
い
う
問
い

を
設
定
し
た
い
。
こ
の
問
い
の
答
え
を
求
め
る
こ
と
は
、
上
記
の
問
題
・
論
争
点
に
対
す
る
回
答
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。
一

点
目
で
あ
る
シ
ー
パ
ワ
ー
の
脅
威
性
に
つ
い
て
、
こ
の
問
い
の
答
え
が
出
れ
ば
明
ら
か
と
な
る
。
三
点
目
で
あ
る
事
例
研
究
に
つ
い
て
は
、

海
軍
を
検
証
対
象
と
す
る
こ
と
で
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
が
見
逃
し
た
シ
ー
パ
ワ
ー
国
を
含
む
事
例
を
扱
う
こ
と
と
な
る
。
同
時
に
定
性
的

手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
が
見
過
ご
し
た
因
果
関
係
の
プ
ロ
セ
ス
を
観
察
で
き
る
だ
ろ
う
。
二
点
目
に
つ
い
て
は
、

㈢
で
言
及
す
る
。

㈡　

分
析
枠
組
み

　

㈡
で
は
、
本
稿
の
仮
説
を
提
示
し
た
後
、
仮
説
に
関
す
る
用
語
の
定
義
と
操
作
化
を
行
い
、
仮
説
の
論
理
を
説
明
す
る
。
最
後
に
仮
説

を
検
証
す
る
た
め
の
事
例
を
挙
げ
、
使
用
す
る
資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１　

仮
説
の
提
示
と
概
念
の
操
作
化

　

本
稿
で
設
定
し
た
問
い
に
対
し
て
、「
シ
ー
パ
ワ
ー
は
敵
の
軍
事
力
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
脅
威
と
な
り
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ

行
動
を
引
き
起
こ
す
」
と
い
う
仮
説
を
提
示
す
る
。
シ
ー
パ
ワ
ー
が
脅
威
と
な
る
理
由
は
、
敵
の
軍
事
力
を
破
壊
す
る
こ
と
が
戦
争
の
帰

結
に
影
響
す
る
た
め
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
概
念
の
定
義
と
操
作
化
を
行
っ
た
後
、
敵
の
軍
事
力
を
破
壊
す
る
能
力
が
脅
威
と
な
る
理
由

を
具
体
的
に
説
明
す
る
。
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⑴
　
概
念
の
定
義
と
操
作
化

　

仮
説
に
お
い
て
従
属
変
数
に
あ
た
る
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
は
、
外
部
か
ら
の
脅
威
に
対
し
て
安
全
を
求
め
る
国
家
の
行
動
で
あ
る
。
バ

ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
は
脅
威
認
識
と
対
抗
策
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
脅
威
認
識
は
、
国
家
が
他
国
の
軍
事
力
に
対
し
て
抱
く
認
識
で
あ
り
、

自
国
に
と
っ
て
そ
の
軍
事
力
が
害
や
危
険
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
対
抗
策
は
、
脅
威
と
み
な
し
た
軍
事
力
が
自
国
の
害
と
な
ら

な
い
よ
う
に
講
じ
る
政
策
で
あ
り
、
軍
備
の
拡
大
や
同
盟
が
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
海
軍
力
の
脅
威
へ
対
抗
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
と
す
る
。

　

脅
威
認
識
の
測
定
に
は
、
国
家
の
行
動
指
針
や
残
さ
れ
た
文
書
に
基
づ
き
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
抗
策
の
測
定
は
、
脅
威
認
識
に
基

づ
き
、
脅
威
を
相
殺
す
る
よ
う
な
政
策
を
確
認
す
る
こ
と
で
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
抗
策
と
し
て
海
軍
を
拡
大
す
る
場
合
、
後
述
す
る

海
軍
力
の
測
定
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

独
立
変
数
に
あ
た
る
シ
ー
パ
ワ
ー
と
は
海
軍
力
を
意
味
す
る
。
シ
ー
パ
ワ
ー
と
い
う
用
語
は
広
義
で
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
が）
11
（

、
本
稿

で
は
国
家
が
海
洋
で
戦
争
を
行
う
た
め
の
軍
事
力
に
絞
る
こ
と
と
す
る
。

　

海
軍
力
の
測
定
に
は
、
保
有
艦
船
の
ト
ン
数
を
測
る
場
合
と
数
を
測
る
場
合
が
あ
る）
11
（

。
い
ず
れ
の
測
定
方
法
に
も
長
短
が
存
在
す
る
が
、

本
稿
で
は
艦
船
数
の
測
定
を
基
本
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
艦
船
の
性
能
も
考
慮
す
る
。
ど
の
よ
う
な
艦
船
を
数
え
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
海
軍
の
軍
事
行
動
に
適
し
た
艦
船
を
測
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

戦
闘
艦
に
つ
い
て
は
排
水
量
、
主
砲
口
径
、
速
力
、
主
要
装
甲
を
見
て
い
く
。
民
間
船
に
つ
い
て
は
排
水
量
と
速
力
を
見
て
い
く
。
排

水
量
は
船
体
や
搭
載
す
る
各
種
兵
器
、
機
関
の
重
量
を
表
す
。
主
砲
口
径
は
搭
載
さ
れ
た
主
砲
の
威
力
と
射
程
距
離
を
示
す
。
速
力
は
敵

と
の
交
戦
距
離
、
接
触
、
離
脱
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
装
甲
の
厚
さ
は
防
御
力
を
示
す
。

⑵
　
軍
事
力
を
破
壊
す
る
脅
威

　

軍
事
力
は
敵
軍
事
力
を
破
壊
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
敵
軍
事
力
を
破
壊
す
る
こ
と
で
戦
争
に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（Carl�von�Clausew

itz

）
に
よ
れ
ば
、
戦
争
は
「
敵
を
し
て
、
わ
れ
ら
の
意
志
に
屈
服
せ
し
め
る
暴
力
行
為）
11
（

」
で
あ

り
、
勝
利
と
は
自
国
の
望
み
を
敵
に
強
要
し
た
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
敵
を
事
実
上
無
抵
抗
状
態
に
追
い
や
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
よ

う
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
敵
に
危
惧
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と）
11
（

」
で
達
成
さ
れ
る
。
敵
を
無
抵
抗
な
状
態
に
す
る
に

は
、
主
に
敵
軍
隊
の
破
壊
に
よ
る）
11
（

。
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
（H

ans�D
elbrück

）
は
、
戦
力
を
集
中
し
た
決
戦
で
敵
軍
隊
を
徹
底
的
に
破
壊
し

て
勝
利
を
目
指
す
戦
略
を
「
殲
滅
戦
略
」
と
す
る）
11
（

。

　
「
殲
滅
戦
略
」
を
採
用
で
き
な
い
場
合
、
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
の
提
唱
す
る
「
消
耗
戦
略
」
が
重
要
と
な
る
。「
消
耗
戦
略
」
と
は
、
戦
闘

で
敵
を
消
耗
さ
せ
、
自
国
の
要
求
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る）
1（
（

。「
敵
に
要
求
す
る
犠
牲
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
、
敵

の
わ
れ
わ
れ
に
示
す
抵
抗
力
は
そ
れ
だ
け
小
さ
く
な
る）
11
（

」
た
め
、
交
渉
で
の
決
着
に
は
自
国
の
要
求
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
を
達
成
す
れ
ば
勝
利
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
敵
軍
隊
の
破
壊
を
重
視
し
て
い
た
が
、
敵
に
要
求
す
る
犠
牲
は
軍
隊
に
限
ら
れ
な
い
。
軍
隊
を
生
み
だ
す
基
盤

と
な
る
人
や
産
業
を
破
壊
し
て
も
敵
に
圧
力
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
勝
利
に
必
要
で
あ
る
破
壊
の
対
象
に
は
、
軍
隊
以
外
に
そ

の
基
盤
と
な
る
経
済
や
国
民
も
含
ま
れ
る
。

　

要
す
る
に
、
敵
軍
事
力
の
破
壊
に
よ
る
勝
利
と
は
、
敵
国
に
自
国
の
要
求
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
に
敵
の
持
つ
軍
事
力
、
す
な
わ
ち

軍
隊
や
国
民
、
産
業
基
盤
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
敵
軍
事
力
の
破
壊
に
よ
る
勝
利
の
可
能
性
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
脅
威
と
な
り
、
対
抗
す
る
政
策
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑶
　
敵
軍
事
力
を
破
壊
す
る
海
軍
の
軍
事
行
動

　

海
軍
は
敵
軍
事
力
を
破
壊
す
る
軍
事
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
軍
の
軍
事
行
動
に
は
、
制
海
、
海
上
封
鎖
、
通
商
破
壊
、
戦
力

投
射
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
戦
力
投
射
は
「
海
洋
領
域
か
ら
自
国
以
外
が
占
有
す
る
領
域
に
対
し
て
軍
事
力
を
投
射
し
、
軍
事
的
目
的
を
達

成
す
る）
11
（

」
試
み
で
あ
り
、
他
軍
種
と
の
関
連
が
強
く
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
各
軍
事
行
動
を
行
う
能
力
が
制
海
能
力
、
海
上
封
鎖
能
力
、
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通
商
破
壊
能
力
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
海
軍
の
破
壊
力
と
な
る
。

　

後
潟
桂
太
郎
は
、
制
海
と
は
「
外
洋
に
お
い
て
軍
事
的
優
位
を
獲
得
す
る
か
、
敵
の
軍
事
的
優
位
を
阻
害
す
る）
11
（

」
試
み
と
簡
潔
に
定
義

し
て
い
る
。
軍
事
的
優
位
を
獲
得
す
れ
ば
、
海
を
他
の
軍
事
行
動
に
利
用
可
能
と
な
る
。

　

海
上
封
鎖
と
通
商
破
壊
は
、
相
手
国
経
済
や
戦
争
継
続
能
力
を
破
壊
す
る
試
み
で
あ
る
。
海
上
封
鎖
は
、
商
船
の
出
入
港
を
妨
げ
る
た

め
、
航
路
上
の
商
船
を
狙
う
よ
り
も
容
易
に
多
く
の
標
的
を
補
足
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
防
衛
側
も
守
る
べ
き
点
が
特
定

可
能
な
た
め
、
防
衛
も
容
易
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
海
上
封
鎖
を
行
う
側
は
、
敵
国
よ
り
も
優
位
な
海
軍
力
で
敵
海
軍
を
抑
え
込
む
必
要

が
あ
る）
11
（

。

　

通
商
破
壊
は
、
主
に
航
路
上
に
存
在
す
る
商
船
等
を
目
標
と
し
た
攻
撃
で
あ
り
、
広
い
海
上
で
行
う
た
め
敵
国
の
通
商
全
て
を
標
的
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
面
を
戦
場
と
す
る
軍
事
行
動
で
あ
る
。
攻
撃
が
海
上
で
行
わ
れ
る
た
め
、
防
衛
側
が
全
て
を
守
る
こ
と
は
難
し

く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
商
破
壊
は
、
そ
れ
を
実
行
す
る
海
軍
が
防
衛
側
の
防
衛
網
を
す
り
抜
け
る
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
、
海
上
優
位

を
持
っ
て
い
な
く
と
も
実
行
可
能
で
あ
る）
11
（

。

　

制
海
、
海
上
封
鎖
、
通
商
破
壊
は
い
ず
れ
も
敵
軍
事
力
を
破
壊
す
る
軍
事
行
動
で
あ
り
、
国
家
に
と
っ
て
脅
威
と
な
り
、
バ
ラ
ン
シ
ン

グ
行
動
を
引
き
起
こ
し
う
る
。
制
海
は
海
上
に
お
け
る
優
位
の
獲
得
で
あ
り
、
こ
れ
は
戦
時
で
あ
れ
ば
敵
海
軍
を
撃
破
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
平
時
で
あ
れ
ば
敵
国
よ
り
も
多
く
の
艦
船
を
建
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。
制
海
は
地
上
に
対
す
る
直
接
的
な
影
響
が
小

さ
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
制
海
の
獲
得
は
そ
れ
を
利
用
し
て
戦
力
投
射
や
海
上
封
鎖
を
可
能
に
す
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
国
防
を

海
軍
に
頼
る
国
家
は
、
戦
時
に
自
国
艦
隊
を
殲
滅
さ
れ
れ
ば
盾
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

　

海
上
封
鎖
、
通
商
破
壊
は
敵
海
軍
を
直
接
撃
破
す
る
軍
事
行
動
で
は
な
い
が
、
戦
争
継
続
能
力
や
経
済
活
動
に
必
要
な
物
資
や
船
舶
を

破
壊
す
る
こ
と
で
軍
事
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
戦
争
継
続
に
必
要
な
資
源
、
石
炭
や
石
油
と
い
っ
た
燃
料
や
食
料
、
兵

器
や
弾
薬
の
製
造
に
必
要
な
原
材
料
が
入
手
で
き
な
け
れ
ば
、
兵
器
そ
の
も
の
を
保
有
し
て
い
て
も
戦
闘
を
継
続
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
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な
る
。

２　

事
例
の
選
択
と
資
料

　

以
上
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
海
軍
と
イ
ギ
リ
ス
海

軍
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
英
独
建
艦
競
争
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
戦
闘
艦
隊
が
イ
ギ
リ

ス
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
っ
た
の
か
否
か
と
い
う
議
論
が
存
在
し
て
い
る
が）
11
（

、
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
海
軍
の

通
商
破
壊
能
力
と
、
そ
れ
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
反
応
も
取
り
上
げ
る
。

　

こ
の
英
独
海
軍
の
事
例
は
、
シ
ー
パ
ワ
ー
が
脅
威
と
な
る
の
か
否
か
を
検
証
す
る
た
め
に
適
し
て
い

る
複
数
の
理
由
が
存
在
す
る
。
一
つ
目
は
、
英
独
が
海
で
隔
て
ら
れ
て
お
り
、
一
方
が
他
方
へ
与
え
る

脅
威
が
複
数
の
領
域
を
通
過
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
シ
ー
パ
ワ
ー
に
集
中
し
て
検
証
で
き
る
点
で
あ

る
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
反
応
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
シ
ー
パ
ワ
ー
の
脅
威
が
よ
り
明
確
に

な
る
た
め
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
ト
ン
数
で
測
る
と
ド
イ
ツ
の
四
倍
近
い
海
軍
力
を

保
有
し
て
い
た）
11
（

。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
が
ド
イ
ツ
海
軍
を
脅
威
に
感
じ
る
理
由
は
少
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
海
軍
を
脅
威
と
認
識
す
る
可
能
性
が
低
い
環
境
下
で
ド
イ
ツ

海
軍
を
脅
威
と
認
識
し
た
な
ら
ば
、
仮
説
の
検
証
が
よ
り
強
固
に
な
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
つ
目
の
理
由
は
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
が
取
り
こ
ぼ
し
た
パ
タ
ー
ン
の
事
例
を
扱
え
る
た
め
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
領
域
に
よ
り
脅
威
の
有
無
を
区
別
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
事
例
研
究
は
ラ
ン
ド
パ

ワ
ー
国
し
か
扱
っ
て
お
ら
ず
、
シ
ー
パ
ワ
ー
国
や
海
軍
力
が
内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
を
引
き
起
こ
す
の
か

を
検
証
で
き
て
い
な
い
。

図1　本稿での仮説

シーパワー

［軍事力の破壊能力］

バランシング行動

［脅威と認識→対抗策の実施］

出所：本章㈡を基に筆者作成。
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ま
た
、
地
理
的
要
因
で
国
家
の
特
性
を
定
め
て
い
る
た
め
、
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
の
海
軍
力
や
シ
ー
パ
ワ
ー
国
の
陸
軍
力
を
取
り
こ
ぼ
す

と
い
う
問
題
も
あ
る
。
英
独
海
軍
の
事
例
は
ド
イ
ツ
と
い
う
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国）
11
（

の
有
し
た
海
軍
力
が
脅
威
に
な
る
の
か
と
い
う
点
を
検
証

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

仮
説
の
検
証
の
た
め
、
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
制
海
能
力
と
通
商
破
壊
能
力
に
注
目
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
測
っ
た
後
、
こ
れ

ら
の
能
力
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
ど
の
よ
う
な
脅
威
認
識
を
抱
き
、
対
抗
策
を
講
じ
た
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
仮
説
の
妥

当
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
能
力
向
上
に
伴
い
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
そ
の
能
力
を
脅
威
と
捉
え
て
対
抗
策
を
打
ち
出
す
こ

と
が
観
察
さ
れ
れ
ば
検
証
可
能
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
大
戦
が
勃
発
す
る
ま
で
に
イ
ギ
リ
ス
が
結
ん
だ
同
盟
、
協
商
を
検
証
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
理

由
が
あ
る
。
一
つ
目
の
理
由
は
、
い
ず
れ
の
先
行
研
究
も
対
抗
同
盟
が
少
な
い
こ
と
に
同
意
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
彼
ら
の
論
争
点
と
な

っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
こ
の
時
期
に
結
ば
れ
た
日
英
同
盟
や
三
国
協
商
の
う
ち
、
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
の
定
義
す
る
同
盟
で
あ
る
、
特

定
の
脅
威
に
対
す
る
国
家
間
の
軍
事
的
な
防
衛
義
務
の
あ
る
公
式
な
協
定
に
該
当
す
る
が
日
英
同
盟
だ
け
で
あ
り）
11
（

、
そ
の
日
英
同
盟
も
ド

イ
ツ
海
軍
に
対
抗
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
同
盟
交
渉
を
担
っ
て
い
た
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
侯
爵
（H

enry�Petty-Fitzm
aurice,�5th�M

arquess�of�Lansdow
ne

）
は
ド
イ
ツ
を

脅
威
と
考
え
ず
、
ド
イ
ツ
脅
威
論
に
も
否
定
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
英
同
盟
を
支
持
し
て
い
た
セ
ル
ボ
ー
ン
伯
爵
（W

illiam
�Palm

er,�

2nd�Earl�of�Selborne

）
も
、
同
盟
を
ド
イ
ツ
海
軍
の
脅
威
か
ら
支
持
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い）
1（
（

。

　

本
稿
で
行
わ
れ
る
事
例
研
究
で
利
用
さ
れ
る
資
料
に
つ
い
て
、
海
軍
記
録
協
会
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
資
料
集
を
用
い
る
。
主
に
用
い

る
第
一
六
一
巻
は
建
艦
競
争
に
関
す
る
文
書
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
英
独
両
陣
営
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る）
11
（

。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
下
院

の
文
書
集
も
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
英
独
海
軍
、
汽
船
、
戦
闘
艦
に
関
す
る
多
数
の
本
を
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
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ら
、
語
学
力
の
限
界
か
ら
用
い
る
資
料
は
日
本
語
と
英
語
に
限
ら
れ
て
い
る
。

㈢　

第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
建
艦
競
争

　

本
節
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
約
一
五
年
間
に
お
け
る
英
独
の
動
き
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
初
め
に
ド
イ
ツ
の
動
き
を
見
た
後
で
、

イ
ギ
リ
ス
の
動
き
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

１　

ド
イ
ツ
の
動
き

　

第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
ま
で
、
英
独
間
で
軍
備
競
争
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
軍
備
競
争
は
、
統
一
以
来
国
力
を
高

め
て
き
た
ド
イ
ツ
が
海
軍
の
拡
大
に
投
資
を
始
め
た
こ
と
で
、
海
軍
力
の
優
位
が
脅
か
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
が
対
抗
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
八
八
九
年
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（W

ilhelm
�II

）
が
皇
帝
に
即
位
し
、
そ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
の
舵
を
取
っ
て
き
た
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
侯

爵
（O

tto�Fürst�von�Bism
arck

）
を
翌
年
に
引
退
さ
せ
、
海
洋
進
出
を
積
極
化
さ
せ
た
。
一
八
九
七
年
に
は
テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
（A

lfred�

T
irpitz

）
少
将
が
海
軍
大
臣
に
就
任
し
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（Bernhard�von�Bülow

）
も
外
務
大
臣
に
就
任
し
た
。
両
者
と
も
に
海
軍
の
拡
大

と
海
洋
進
出
に
積
極
的
な
立
場
で
あ
っ
た）
11
（

。

　

一
八
九
八
年
テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
は
第
一
次
艦
隊
法
を
成
立
さ
せ
、
戦
艦
を
主
軸
と
す
る
戦
闘
艦
隊
の
構
築
を
始
め
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
ド
イ
ツ
海
軍
省
に
よ
れ
ば
、
英
独
間
の
経
済
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
攻
撃
を
抑
止
す
る
に
は
、
戦
闘
艦
隊
の
構
築
が
効

果
的
な
た
め
で
あ
っ
た）
11
（

。

　

一
九
〇
〇
年
に
は
第
二
次
艦
隊
法
も
成
立
し
、
さ
ら
に
戦
闘
艦
隊
が
拡
充
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
艦
隊
法
の
修
正
に
よ
っ
て
戦
闘
艦
隊
は

拡
大
さ
れ
続
け
、
最
後
の
拡
大
案
と
な
っ
た
一
九
一
二
年
の
修
正
で
は
、
戦
艦
と
重
巡
洋
艦
が
合
計
六
〇
隻
近
く
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た）
11
（

。
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２　

イ
ギ
リ
ス
の
動
き

　

ド
イ
ツ
海
軍
の
拡
大
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
も
海
軍
の
拡
大
で
応
じ
た
。
ド
イ
ツ
に
挑
戦
さ
れ
る
前
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
仏
露
の
挑
戦

を
受
け
て
お
り
、
財
政
的
制
約
を
受
け
つ
つ
も
海
軍
の
拡
大
を
続
け
て
い
た
。
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
大
国
二
カ
国
の
海
軍
力
を
持
つ

と
す
る
基
準
も
設
定
さ
れ
た）
11
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
主
力
艦
の
建
造
コ
ス
ト
が
増
加
し
、
財
政
的
制
約
が
強
く
な
っ
た
こ
と
で
海
軍
拡
大
に
歯
止
め
が
掛
か
り
始
め
た
。

こ
の
状
況
の
打
破
を
期
待
さ
れ
、
海
軍
大
臣
セ
ル
ボ
ー
ン
に
よ
っ
て
第
一
海
軍
卿
に
据
え
ら
れ
た
の
が
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（John�Fisher

）

大
将
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
予
算
を
抑
え
つ
つ
海
軍
力
を
高
め
る
た
め
に
、
組
織
改
革
と
旧
型
艦
の
退
役
を
進
め
つ
つ
、
世
界
各

地
の
艦
隊
を
再
編
し
、
戦
艦
を
本
国
に
集
結
さ
せ
た）
11
（

。

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
新
型
艦
の
導
入
も
進
め
た
。
新
た
に
建
造
さ
れ
た
戦
艦
と
装
甲
巡
洋
艦
は
、
従
来
と
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
有
し
て

い
た
。
戦
艦
に
多
様
な
口
径
の
砲
を
搭
載
せ
ず
、
主
砲
の
口
径
を
統
一
す
る
こ
と
で
火
力
と
遠
距
離
交
戦
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。
ま
た
、

速
力
を
重
視
し
、
そ
れ
ま
で
の
レ
シ
プ
ロ
エ
ン
ジ
ン
か
ら
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
に
切
り
替
え
た）
11
（

。

　

装
甲
巡
洋
艦
を
重
視
し
て
い
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
戦
艦
に
匹
敵
す
る
火
力
と
高
い
速
力
を
装
甲
巡
洋
艦
に
付
す
る
一
方
で
、
戦
艦
ほ

ど
の
装
甲
を
施
さ
な
か
っ
た）
11
（

。
新
型
戦
艦
は
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
と
名
付
け
ら
れ
、
新
型
装
甲
巡
洋
艦
は
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
と
さ
れ
た
。

イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
の
よ
う
な
高
速
か
つ
高
火
力
を
持
つ
、
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
型
（
以
後
弩
型
）
の
装
甲
巡
洋
艦
は
、
巡
洋
戦
艦
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）
11
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
が
弩
型
戦
艦
と
巡
洋
戦
艦
を
導
入
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
も
弩
型
戦
艦
の
建
造
を
決
め）
1（
（

、
全
て
の
主
砲
を
同
一
口
径

に
統
一
し
た
戦
艦
の
建
造
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
初
期
の
弩
型
戦
艦
は
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
て
い
な
か
っ
た
。

ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
の
導
入
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
、
英
独
は
よ
り
大
型
で
コ
ス
ト
の
掛
か
る
戦
艦
と
巡
洋
戦
艦
を
建
造
し
続
け
た）
11
（

。
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二　

ド
イ
ツ
海
軍
の
制
海
能
力
と
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動

　

第
二
章
で
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
戦
闘
艦
隊
構
築
に
対
抗
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
実
行
し
た
対
抗
策
を
事
例
と
し
て
、
仮
説
の
検
証
を

行
う
。
初
め
に
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
戦
闘
艦
隊
構
築
の
様
相
を
見
て
い
く
。
次
に
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
ド
イ
ツ
戦
闘
艦
隊
の
構
築
に
対
す
る

脅
威
認
識
を
観
察
し
た
後
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
対
抗
策
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

㈠　

ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
制
海
能
力
の
構
築
と
向
上

　

㈠
で
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
戦
闘
艦
隊
構
築
を
見
て
い
く
。
初
め
に
、
艦
隊
法
の
制
定
と
修
正
に
よ
る
艦
隊
の
編
制
規
模
の
変
化
を
観
察

す
る
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
戦
艦
、
巡
洋
艦
の
建
造
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

１　

ド
イ
ツ
海
軍
の
艦
隊
法
制
定
と
編
制
の
変
化

　

ド
イ
ツ
が
戦
艦
を
主
力
に
し
た
海
軍
戦
略
を
採
用
す
る
の
は
テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
が
海
軍
大
臣
に
就
任
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
八
九
八
年

に
最
初
の
艦
隊
法
が
制
定
さ
れ
た
。
第
一
次
艦
隊
法
の
制
定
時
点
で
ド
イ
ツ
海
軍
は
戦
艦
一
二
隻
、
重
巡
洋
艦
一
〇
隻
を
保
有
し
て
い
た）
11
（

。

　

第
一
次
艦
隊
法
で
は
、
戦
艦
八
隻
か
ら
な
る
戦
隊
を
二
個
、
艦
隊
旗
艦
一
隻
の
合
計
一
七
隻
か
ら
な
る
戦
闘
艦
隊
の
編
成
と
、
本
国
で

の
艦
隊
配
備
や
海
外
展
開
す
る
た
め
の
重
巡
洋
艦
九
隻
の
整
備
が
定
め
ら
れ
た
。
本
国
配
備
の
重
巡
洋
艦
は
六
隻
、
海
外
展
開
さ
れ
る
重

巡
洋
艦
は
三
隻
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
各
艦
種
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
も
定
め
ら
れ
、
戦
艦
は
二
五
年
、
重
巡
洋
艦
は
二
〇
年
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
海
軍
は
更
新
や
予
備
を
含
む
戦
艦
七
隻
、
重
巡
洋
艦
五
隻
を
一
九
〇
三
年
ま
で
に
建
造
す
る
こ
と
と
な
っ
た）
11
（

。

　

一
九
〇
〇
年
に
は
艦
隊
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
第
二
次
艦
隊
法
が
成
立
し
た
。
同
法
に
よ
る
と
、
戦
艦
の
隻
数
は
第
一
次

艦
隊
法
か
ら
二
倍
の
三
八
隻
に
ま
で
増
加
し
、
本
国
配
備
の
重
巡
洋
艦
は
八
隻
に
増
加
し
た
。
部
隊
数
は
戦
隊
が
四
個
と
旗
艦
が
二
隻
と
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な
り
、
戦
闘
艦
隊
の
規
模
が
倍
増
さ
れ
た
。
こ
の
艦
隊
法
に
よ
り
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
に
戦
艦
二
八
隻
、
重
巡
洋
艦
一
八

隻
が
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
年
の
建
造
数
に
つ
い
て
、
戦
艦
は
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
六
年
ま
で
毎
年
二
隻
、
一
九
〇
七
年

か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
毎
年
一
隻
、
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
毎
年
二
隻
建
造
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
重
巡
洋
艦
は
一
九
〇

一
年
か
ら
一
九
〇
六
年
ま
で
毎
年
一
隻
、
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
〇
八
年
ま
で
毎
年
二
隻
、
一
九
〇
九
年
は
一
隻
、
一
九
一
〇
年
は
二
隻
、

一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
五
年
ま
で
毎
年
一
隻
建
造
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た）
11
（

。

　

第
二
次
艦
隊
法
は
、
一
九
〇
六
年
、
一
九
〇
八
年
、
一
九
一
二
年
の
修
正
案
に
よ
り
調
整
さ
れ
、
艦
隊
の
規
模
は
拡
大
さ
れ
続
け
た
。

一
九
〇
六
年
の
修
正
で
は
、
海
外
展
開
さ
れ
る
重
巡
洋
艦
が
五
隻
、
予
備
の
重
巡
洋
艦
が
一
隻
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
修
正

に
よ
り
一
九
〇
六
年
か
ら
重
巡
洋
艦
が
毎
年
一
隻
追
加
で
建
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
11
（

。

　

一
九
〇
八
年
の
修
正
で
は
、
戦
艦
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
二
〇
年
と
な
り
、
更
新
間
隔
が
短
縮
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
〇
八
年
か

ら
一
九
一
〇
年
ま
で
に
更
新
さ
れ
る
戦
艦
は
毎
年
三
隻
、
一
九
一
一
年
は
二
隻
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
七
年
ま
で
毎
年
一
隻
と
な
っ

た
。
重
巡
洋
艦
は
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
七
年
ま
で
毎
年
一
隻
更
新
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た）
11
（

。

　

一
九
一
二
年
の
修
正
で
は
、
艦
隊
旗
艦
が
一
隻
に
減
少
し
た
が
、
戦
艦
の
戦
隊
は
四
個
か
ら
五
個
に
増
加
し
た
。
こ
の
結
果
、
戦
艦
の

隻
数
が
三
隻
増
加
し
四
一
隻
と
な
っ
た
。
本
国
配
備
の
重
巡
洋
艦
は
一
二
隻
に
増
加
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
七

年
ま
で
毎
年
一
隻
建
造
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
計
画
は
、
一
九
一
三
年
と
一
九
一
六
年
の
建
造
数
に
そ
れ
ぞ
れ
一
隻
追
加
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た）
11
（

。

　

大
戦
直
前
の
ド
イ
ツ
大
洋
艦
隊
は
、
艦
隊
旗
艦
が
カ
イ
ザ
ー
級
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
デ
ア
・
グ
ロ
ッ
セ
で
あ
っ
た
。
戦
闘
艦
隊
は
三
個

戦
隊
、
五
個
分
隊
か
ら
な
り
、
第
一
戦
隊
と
第
二
戦
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
二
個
分
隊
八
隻
、
第
三
戦
隊
は
一
個
分
隊
四
隻
で
あ
っ
た
。
ま
た
巡

洋
戦
隊
に
は
、
五
隻
の
重
巡
洋
艦
が
属
し
て
い
た）
11
（

。
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２　

ド
イ
ツ
海
軍
の
戦
艦
・
巡
洋
艦
建
造

　

ド
イ
ツ
海
軍
が
艦
隊
構
築
を
始
め
て
か
ら
建
造
さ
れ
た
戦
艦
は
大
型
化
し
続
け
て
い
た
。
一
九
〇
六

年
ま
で
に
建
造
さ
れ
た
カ
イ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
級
二
隻
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
級
五
隻
、

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
級
五
隻
、
ド
イ
チ
ュ
ラ
ン
ト
級
五
隻
は
直
前
の
ク
ラ
ス
と
連
続
性
の
あ
る
漸

進
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
各
級
の
戦
艦
は
主
砲
の
門
数
が
少
な
く
、
様
々
な
口
径
の
砲
を
搭
載
す

る
前
弩
型
の
戦
艦
で
あ
っ
た
。
最
新
で
あ
っ
た
ド
イ
チ
ュ
ラ
ン
ト
級
は
排
水
量
約
一
万
三
二
〇
〇
ｔ
、

主
砲
口
径
二
八
㎝
、
速
力
約
一
八
kt
、
主
要
装
甲
二
四
〇
㎜
で
あ
り
、
主
砲
は
四
門
の
み
で
あ
っ
た）
11
（

。

　

一
九
〇
六
年
の
計
画
で
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ナ
ッ
サ
ウ
級
は
一
九
〇
七
年
か
ら
四
隻
建

造
さ
れ
始
め
た
。
一
九
〇
四
年
の
初
期
設
計
案
で
は
前
弩
型
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
な
設
計
案
は
単
一

口
径
の
主
砲
を
搭
載
す
る
弩
型
戦
艦
と
な
っ
た
。
諸
元
は
排
水
量
約
一
万
八
八
〇
〇
ｔ
、
主
砲
口
径
二

八
㎝
、
速
力
約
一
九
kt
、
主
要
装
甲
二
九
〇
㎜
で
、
二
八
㎝
主
砲
を
一
二
門
備
え
て
い
た）
1（
（

。

　

ナ
ッ
サ
ウ
級
以
降
に
建
造
さ
れ
た
戦
艦
は
弩
型
戦
艦
と
な
っ
た
。
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ド
級
は
一
九
〇
八
年

か
ら
四
隻
建
造
さ
れ
た
。
カ
イ
ザ
ー
級
は
一
九
〇
九
年
か
ら
五
隻
建
造
さ
れ
た
。
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
級
は
一

九
一
一
年
か
ら
四
隻
建
造
さ
れ
た
。
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
級
は
大
戦
勃
発
ま
で
に
完
成
し
て
い
た
が
就
役
し
た

の
は
開
戦
後
で
あ
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
級
は
一
九
一
三
年
の
計
画
か
ら
四
隻
建
造
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
建
造
開
始
が
大
戦
直
前
か
ら
で
あ
っ
た
た
め
完
成
は
一
九
一
六
年
と
な
っ
た）
11
（

。
な
お
、
各
級
の

性
能
諸
元
に
つ
い
て
は
表
１
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

第
一
次
艦
隊
法
制
定
時
点
で
最
新
の
重
巡
洋
艦
は
一
八
九
六
年
か
ら
建
造
さ
れ
た
フ
ュ
ル
ス
ト
・
ビ

ス
マ
ル
ク
で
あ
っ
た）
11
（

。
同
法
制
定
後
に
建
造
さ
れ
た
プ
リ
ン
ツ
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
プ
リ
ン
ツ
・
ア
ー
ダ

表１　ドイツ海軍の弩型戦艦の諸元

出所：Dodson,�Kaiser’s Battlefleet,�に基づき筆者作成。

艦・級名 排水量（t） 主砲（cm ×門） 速力（kt） 主要装甲（mm）
ヘルゴランド 22,800 30.5×12 20.5 300
カイザー 24,700 30.5×10 21 350
ケーニッヒ 25,700 30.5×10 21 350
バイエルン 28,500 38×8 22 350
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ル
ベ
ル
ト
級
、
ル
ー
ン
級
、
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
級
は
、
い
ず
れ
も
排
水
量
が
一
万
ｔ
程
度
で
、
シ

ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
級
を
除
い
て
主
砲
の
門
数
が
少
な
い
。
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
級
は
主
砲
を
八
門
搭

載
し
て
い
た
が
、
前
弩
型
の
形
状
に
近
い
。
プ
リ
ン
ツ
・
ア
ー
ダ
ル
ベ
ル
ト
級
は
二
隻
、
ル
ー
ン
級

は
二
隻
、
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
級
は
二
隻
建
造
さ
れ
た）
11
（

。

　

一
九
〇
六
年
の
計
画
で
翌
年
か
ら
建
造
さ
れ
始
め
た
ブ
リ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
は
連
装
砲
塔
を
六
基
搭
載

し
た
前
弩
型
と
弩
型
の
中
間
の
形
状
を
し
た
重
巡
洋
艦
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
以
降
に
建
造

さ
れ
た
重
巡
洋
艦
で
あ
る
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
タ
ン
、
モ
ル
ト
ケ
級
、
ザ
イ
ド
リ
ッ
ツ
、
デ
ア
フ
リ
ン

ガ
ー
級
は
い
ず
れ
も
弩
型
重
巡
洋
艦
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
タ
ン
は
一
九
〇
七
年
の
計
画
で

建
造
が
決
定
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
か
ら
建
造
が
始
ま
り
翌
年
に
完
成
し
た
。
モ
ル
ト
ケ
級
は
一
九
〇

九
年
か
ら
二
隻
の
建
造
が
始
ま
り
、
一
九
一
一
年
ま
で
に
完
成
し
た
。
ザ
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
一
九
一
一

年
か
ら
建
造
が
始
ま
り
、
翌
年
に
完
成
し
た
。
デ
ア
フ
リ
ン
ガ
ー
級
は
一
九
一
二
年
か
ら
三
隻
が
建

造
さ
れ
始
め
、
大
戦
が
始
ま
る
ま
で
に
完
成
し
て
い
た
の
は
一
隻
で
、
残
り
の
完
成
は
大
戦
中
と
な

っ
た）
11
（

。
各
艦
・
級
の
性
能
は
表
２
に
ま
と
め
て
あ
る
。

㈡　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
ド
イ
ツ
制
海
能
力
に
対
す
る
脅
威
認
識

　

㈡
で
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
戦
闘
艦
隊
構
築
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
脅
威
認
識
を
観
察
し
て
い

く
。
初
め
に
、
戦
闘
艦
隊
が
脅
威
に
な
り
う
る
理
由
を
確
認
し
た
後
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
二
国
標
準

の
変
化
と
脅
威
認
識
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

表２　ドイツ海軍の弩型重巡洋艦の諸元

出所：Dodson,�Kaiser’s Battlefleet,�に基づき筆者作成。

艦・級名 排水量（t） 主砲（cm×門） 速力（kt） 主要装甲（mm）
ブリュッヒャー 15,842 21×12 24.5 180
フォン・デア・タン 19,370 28×8 24.8 250
モルトケ 22,979 28×10 25.5 270
ザイドリッツ 24,988 28×10 26.5 300
デアフリンガー 26,600 30.5×8 25.5 300
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１　

戦
闘
艦
隊
が
脅
威
と
な
る
理
由

　

戦
闘
艦
隊
は
制
海
を
担
う
主
な
部
隊
で
あ
り
、
敵
海
軍
の
海
上
戦
力
を
撃
破
す
る
こ
と
で
、
海
上
戦
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
敵
海
軍
を
殲
滅
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
戦
力
投
射
や
海
上
封
鎖
と
い
っ
た
軍
事
行
動
へ
安
全
に
移
行
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
戦
闘
艦
隊
が
脅
威
と
な
り
う
る
理
由
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
国
防
を
海
に
頼
っ
て
い
た

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
は
海
外
に
植
民
地
な
ど
を
有
し
て
お
り
、
本
国
と
海
外
領
土
の
連
絡
は
海
を
通
じ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
海
軍
を
失
う
こ
と
は
、
本
国
進
攻
へ
の
盾
を
失
う
と
と
も
に
、
本
国
と
海
外
と
の
連
絡

を
切
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
後
述
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
食
料
や
工
業
生
産
の
原
材
料
を
輸
入
に
依
存
す
る
割
合
が
高
い
た
め
、
敵
の
制
海
に
よ
り
海
上
優

勢
を
失
う
と
、
輸
入
が
途
絶
す
る
危
険
も
存
在
す
る
。

２　

イ
ギ
リ
ス
の
二
国
標
準
の
設
定
と
変
化

　

イ
ギ
リ
ス
は
一
八
八
九
年
に
海
軍
防
衛
法
を
制
定
し
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
（Lord�George�H

am
ilton

）
海
軍
大
臣
の
下
で
成
立
し
た
同
法

は
、
五
年
間
で
七
〇
隻
に
及
ぶ
艦
船
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
仏
露
海
軍
の
拡
大
に
よ
っ
て
海
軍
力
の
優

位
が
縮
小
し
て
い
た
た
め
、
大
規
模
な
艦
隊
整
備
を
進
め
た）
11
（

。

　

同
時
に
、
海
軍
防
衛
法
で
は
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
保
有
す
べ
き
戦
力
の
基
準
と
し
て
二
国
標
準
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍

に
次
ぐ
規
模
の
海
軍
二
カ
国
分
を
合
わ
せ
た
戦
力
と
均
衡
の
取
れ
る
海
軍
力
を
保
有
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
模
の
戦
力
を

保
有
す
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
世
界
全
体
で
海
上
優
勢
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
当
時
は
海
軍
大
国
が
全
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
集
中
し
て

い
た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
優
位
が
世
界
規
模
で
の
優
位
に
直
結
し
て
い
た
。
二
国
標
準
は
、
近
代
的
な
戦
艦
の
数
で
測
ら
れ
、
大
国

二
カ
国
分
の
海
軍
力
に
対
し
て
優
位
を
持
つ
戦
力
の
保
有
を
均
衡
と
し
て
い
た
。
二
国
標
準
は
比
較
的
単
純
で
あ
っ
た
た
め
海
軍
内
外
で
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利
用
さ
れ
た）
11
（

。

　

海
軍
防
衛
法
の
制
定
後
、
海
軍
情
勢
が
変
化
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
仏
露
海
軍
が
戦
力
を
拡
大
し
た
。
一
八
九
〇
年
か
ら

一
九
〇
〇
年
の
一
〇
年
間
で
フ
ラ
ン
ス
海
軍
は
ト
ン
数
が
一
・
五
倍
、
ロ
シ
ア
海
軍
は
二
倍
に
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
両
国
は
一
八
九
四

年
に
露
仏
同
盟
を
締
結
し
た）
11
（

。
ま
た
、
ド
イ
ツ
が
艦
隊
法
を
制
定
し
海
軍
の
拡
大
を
始
め
る
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
従
来
か
ら
の
敵

に
加
え
新
た
な
勢
力
も
登
場
し
て
い
た
。

　

情
勢
の
変
化
は
他
地
域
で
も
生
じ
た
。
西
半
球
で
は
米
国
海
軍
の
拡
大
が
一
八
八
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
米
国
海
軍
は
二
〇
年

間
で
海
軍
の
規
模
が
二
倍
に
な
り
、
米
西
戦
争
の
結
果
カ
リ
ブ
海
と
太
平
洋
に
拠
点
を
獲
得
し
た
。
極
東
で
は
、
日
本
海
軍
も
台
頭
し
一

八
八
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
一
〇
倍
以
上
に
拡
大
し
た）
11
（

。

　

情
勢
変
化
に
よ
り
、
二
国
標
準
が
変
化
し
た
。
日
米
海
軍
の
台
頭
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
海
上
優
勢
が
世
界
で
の
海
上
優
勢
を
意

味
す
る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
仏
独
露
が
海
軍
を
拡
大
し
た
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
は
二
国
標
準
を
維
持
し
つ
つ
、
世
界
規

模
で
の
海
上
優
勢
を
諦
め
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
海
上
優
勢
に
集
中
し
、
他
地
域
で
の
優

勢
を
追
求
し
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
海
上
優
勢
を
維
持
す
る
た
め
、
仏
露
海
軍
を
念
頭
に
置
い
て
艦
隊
の

構
築
を
行
っ
た）
11
（

。

　

海
軍
情
報
部
長
（
以
後
Ｄ
Ｎ
Ｉ
）
ク
ス
タ
ン
ス
（Reginald�Custance

）
少
将
の
覚
書
は
、
一
九
〇
六
年
ま
で
に
ド
イ
ツ
海
軍
が
ロ
シ
ア

海
軍
と
量
的
に
均
衡
し
、
質
的
に
勝
る
た
め
第
三
位
の
海
軍
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
一
九
〇
七
年
末
ま
で
に
仏
露
海
軍
の
戦
艦
数

と
仏
独
海
軍
の
戦
艦
数
が
同
数
と
な
る
。
こ
れ
に
加
え
て
各
国
の
艦
隊
配
備
状
況
か
ら
、
ド
イ
ツ
が
敵
対
的
な
姿
勢
を
取
る
場
合
、
仏
露

よ
り
も
仏
独
に
傾
注
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る）
1（
（

。

　

一
九
〇
二
年
二
月
の
覚
書
で
も
、
そ
れ
以
前
の
覚
書
と
同
様
の
情
勢
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
海
軍
は
地
中
海
へ
大
規
模
な

戦
闘
艦
隊
を
配
備
し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
は
主
に
巡
洋
艦
と
水
雷
艇
を
配
備
し
て
い
る
。
バ
ル
ト
海
に
は
ロ
シ
ア
艦
隊
が
配
備
さ
れ
、
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北
海
で
は
強
力
な
ド
イ
ツ
艦
隊
が
急
速
に
建
造
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
北
海
の
情
勢
を
検
討
し
た
五
月
の
覚
書
で
は
、
北
海
に
配
備
さ
れ
る
イ

ギ
リ
ス
艦
隊
の
規
模
が
ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）
11
（

。

　

一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
の
覚
書
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
引
き
続
き
仏
露
海
軍
を
注
視
し
つ
つ
も
、
ド
イ
ツ
海
軍
に

注
意
を
払
い
、
特
に
艦
隊
を
集
中
さ
せ
て
い
る
北
海
で
の
活
動
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

一
九
〇
四
年
に
Ｄ
Ｎ
Ｉ
の
バ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
（Prince�Louis�of�Battenberg

）
少
将
は
、
本
国
艦
隊
と
地
中
海
艦
隊
の
戦
艦
戦
力
の
比

率
を
変
更
さ
せ
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
独
露
、
仏
露
の
組
み
合
わ
せ
を
想
定
し
て
戦
争
準
備
を
し
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
艦

隊
が
フ
ラ
ン
ス
地
中
海
艦
隊
よ
り
も
強
力
に
な
っ
た
た
め
、
本
国
艦
隊
を
地
中
海
艦
隊
よ
り
も
強
化
す
る
必
要
が
生
じ
た）
11
（

。
ク
ス
タ
ン
ス

の
覚
書
に
続
き
、
仏
露
か
ら
ド
イ
ツ
に
焦
点
が
移
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

一
九
〇
八
年
ま
で
に
、
仏
露
海
軍
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
二
国
標
準
は
大
き
く
変
化
し
た
。
一
九
〇
四
年
に
英
仏
協
商
が
成
立
し
、
ロ

シ
ア
海
軍
が
日
露
戦
争
で
大
損
害
を
被
っ
た
。
一
九
〇
七
年
に
は
英
露
協
商
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
結
果
、
二
国
標
準
の
対
象
と
な
る
海
軍

が
仏
露
か
ら
独
米
に
変
化
し
た
。
し
か
し
、
独
米
を
同
等
に
は
扱
え
ず
、
一
九
〇
九
年
に
ド
イ
ツ
一
国
を
念
頭
に
置
き
、
六
〇
％
の
優
位

を
確
保
す
る
と
い
う
基
準
が
示
さ
れ
、
チ
ャ
ー
チ
ル
（W

inston�Churchill

）
海
軍
大
臣
の
時
代
に
公
式
化
さ
れ
た）
11
（

。

　

一
九
一
三
年
の
海
軍
本
部
の
覚
書
で
は
、（
一
）
ド
イ
ツ
の
建
造
し
た
弩
型
戦
艦
・
巡
洋
戦
艦
の
六
〇
％
以
上
の
優
位
、（
二
）
本
国
海

域
で
ド
イ
ツ
艦
隊
の
五
〇
％
以
上
の
優
位
が
海
軍
力
の
基
準
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ド
イ
ツ
の
艦
隊
法
修
正
を

受
け
て
、
ド
イ
ツ
海
軍
が
主
力
艦
を
一
隻
建
造
す
る
ご
と
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
主
力
艦
を
二
隻
建
造
す
る
と
宣
言
し
た）
11
（

。

　

一
九
〇
七
年
に
海
軍
本
部
が
海
峡
艦
隊
司
令
へ
送
っ
た
文
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
戦
争
を
行
う
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
、
艦
隊
司
令
の
指
揮

下
に
入
る
艦
隊
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
想
定
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
は
対
ド
イ
ツ
戦
争
、
対
仏
独
戦
争
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
し
て
の
対
ド

イ
ツ
戦
争
が
あ
る）
11
（

。
こ
の
文
書
か
ら
、
一
九
〇
七
年
に
は
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
が
強
く
意
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
し
て
ド

イ
ツ
と
戦
争
す
る
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
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ま
た
、
一
九
〇
八
年
に
Ｄ
Ｎ
Ｉ
の
ス
レ
ー
ド
（Edm

ond�Slade

）
少
将
が
作
成
し
た
文
書
で
は
、
英
仏
露
と
独
墺
伊
の
戦
争
に
お
け
る

主
要
な
目
標
や
作
戦
行
動
、
協
力
の
指
針
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る）
11
（

。
こ
こ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
情
報
部
（
以
後
Ｎ
Ｉ
Ｄ
）
で
英
仏
露
が

協
力
し
て
三
国
同
盟
と
戦
争
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

３　
「
ド
イ
ツ
＋
六
〇
％
」
以
前
の
ド
イ
ツ
海
軍
に
対
す
る
脅
威
認
識

　

二
国
標
準
が
「
ド
イ
ツ
＋
六
〇
％
」
と
な
る
前
か
ら
、
ド
イ
ツ
海
軍
を
脅
威
と
み
な
す
人
物
が
存
在
し
て
い
た
。
セ
ル
ボ
ー
ン
は
、
少

な
く
と
も
一
九
〇
一
年
一
〇
月
か
ら
ド
イ
ツ
海
軍
の
艦
隊
構
築
が
脅
威
と
な
り
う
る
と
考
え
て
い
た
。
一
九
〇
二
年
に
は
、
首
相
と
な
っ

た
バ
ル
フ
ォ
ア
（A

rthur�Balfour

）
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
脅
威
を
考
慮
し
た
予
算
を
組
む
こ
と
を
大
臣
続
投
の
条
件
と
し
た
。
そ

の
後
も
情
報
収
集
な
ど
を
進
め
、
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
い
っ
た）
11
（

。

　

セ
ル
ボ
ー
ン
以
外
の
文
官
で
、
ド
イ
ツ
を
脅
威
と
認
識
し
て
い
た
人
物
と
し
て
海
軍
本
部
政
務
次
官
ア
ー
ノ
ル
ド
＝
フ
ォ
ス
タ
ー

（H
ugh�A

rnold-Forster

）
や
海
軍
造
船
局
長
ワ
ッ
ツ
（Philip�W

atts

）
が
い
た
。
ア
ー
ノ
ル
ド
＝
フ
ォ
ス
タ
ー
は
一
九
〇
二
年
に
ド
イ
ツ

の
軍
港
を
訪
問
し
、
報
告
書
を
作
成
し
た
。
報
告
書
の
結
論
に
お
い
て
ド
イ
ツ
が
将
来
的
に
脅
威
と
な
る
と
指
摘
し
、
急
速
か
つ
体
系
的

に
拡
大
す
る
ド
イ
ツ
海
軍
に
対
抗
す
る
措
置
を
執
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
ワ
ッ
ツ
は
こ
れ
に
同
意
し
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
も
考
慮
し

て
海
軍
の
整
備
を
進
め
る
必
要
を
指
摘
し
た）
11
（

。

　

武
官
と
し
て
ド
イ
ツ
海
軍
に
脅
威
を
抱
い
て
い
た
人
物
と
し
て
、
ク
ス
タ
ン
ス
か
ら
三
代
に
亘
る
Ｄ
Ｎ
Ｉ
が
い
た
。
ク
ス
タ
ン
ス
は
ド

イ
ツ
海
軍
の
拡
大
に
注
意
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
、
将
来
的
に
ロ
シ
ア
海
軍
に
取
っ
て
代
わ
る
脅
威
と
な
り
う
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。

ま
た
、
ア
ー
ノ
ル
ド
＝
フ
ォ
ス
タ
ー
の
報
告
書
に
も
同
意
し
て
い
た
。
バ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
も
、
一
九
〇
四
年
に
ド
イ
ツ
海
軍
の
脅
威
を
指

摘
し
、
オ
ッ
ト
レ
ー
（Charles�O

ttley

）
大
佐
も
ク
ス
タ
ン
ス
同
様
に
ド
イ
ツ
海
軍
の
脅
威
を
認
識
し
て
い
た）
11
（

。

　

一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
四
年
ま
で
第
一
海
軍
卿
で
あ
っ
た
カ
ー
（W

alter�K
err

）
元
帥
は
ド
イ
ツ
脅
威
論
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
一
九
〇
四
年
に
な
る
と
考
え
を
改
め
て
ド
イ
ツ
を
脅
威
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
改
革
の
当
事
者
で
あ
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
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ャ
ー
は
一
九
〇
二
年
時
点
で
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
競
争
を
予
期
し
て
い
た）
1（
（

。

㈢　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
よ
る
ド
イ
ツ
制
海
能
力
へ
の
対
抗
策

　

㈢
で
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
制
海
能
力
向
上
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
対
抗
策
を
観
察
す
る
。
初
め
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
改
革
以
前
の
建
艦

状
況
を
見
た
後
で
、
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
の
建
造
、
そ
し
て
弩
型
戦
艦
、
巡
洋
戦
艦
の
建
造
を
見
て
い
く
。

１　

ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
ま
で
の
建
艦
状
況

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
改
革
で
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
や
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
の
建
造
を
始
め
た
。
し
か
し
、
イ
ギ

リ
ス
海
軍
の
拡
大
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
改
革
か
ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
海
軍
防
衛
法
の
制
定
以
降
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
一
貫
し
て
拡
大

し
続
け
て
い
た
。

　

仏
露
海
軍
の
拡
大
を
受
け
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
計
画
は
、
五
年
間
で
戦
艦
一
〇
隻
、
巡
洋
艦
四
二
隻
な
ど
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
海
軍
が
急
激
に
戦
力
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
仏
露
が
海
軍
を
拡
大
す
る
意
欲
を
削
ぐ
こ
と
を
狙
っ
て
い
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
計
画
と
は

別
に
戦
艦
三
隻
も
建
造
さ
れ
た）
11
（

。

　

一
八
九
四
年
に
は
ス
ペ
ン
サ
ー
計
画
に
よ
っ
て
ハ
ミ
ル
ト
ン
計
画
に
続
く
大
規
模
な
海
軍
拡
大
が
行
わ
れ
た
。
仏
露
海
軍
は
、
建
艦
意

欲
を
削
が
れ
る
こ
と
な
く
海
軍
を
拡
大
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
戦
艦
七
隻
、
巡
洋
艦
二
〇
隻
を
含
む
建
艦
計
画
を
策
定

し
た）
11
（

。

　

ス
ペ
ン
サ
ー
計
画
後
の
約
一
〇
年
間
の
建
造
計
画
で
は
合
計
三
二
隻
の
建
造
が
決
定
さ
れ
、
最
も
少
な
い
年
で
二
隻
、
最
も
多
か
っ
た

年
で
は
七
隻
の
建
造
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
建
造
さ
れ
た
最
大
の
戦
艦
は
ロ
ー
ド
・
ネ
ル
ソ
ン
級
で
、
諸
元
は
排
水
量
約
一
万
六

〇
九
〇
ｔ
、
主
砲
口
径
一
二
㏌
、
速
力
約
一
八
kt
、
主
要
装
甲
一
二
㏌
で
、
主
砲
は
四
門
搭
載
さ
れ
て
い
た）
11
（

。

　

ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
改
革
の
中
で
生
ま
れ
た
。
諸
元
は
排
水
量
約
一
万
七
八
五
〇
ｔ
、
主
砲
口
径
一
二
㏌
、
速
力
約
二
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一
kt
、
主
要
装
甲
一
一
㏌
（
二
七
九
㎜
）
で
、
連
装
砲
塔
が
五
基
搭
載
さ
れ
て
い
た）
11
（

。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
弩
型
戦
艦
の
大
ま
か
な
設
計
案

を
完
成
さ
せ
た
の
は
一
九
〇
四
年
一
〇
月
で
あ
っ
た
。
彼
は
魚
雷
や
火
砲
な
ど
技
術
の
発
達
を
重
視
し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
に
先
ん
じ
て
他

国
が
弩
型
戦
艦
を
建
造
し
て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念
し
て
い
た）
11
（

。

　

財
政
的
要
因
も
弩
型
戦
艦
の
建
造
に
影
響
を
与
え
た
。
海
軍
防
衛
法
の
制
定
以
降
、
海
軍
予
算
は
増
加
し
続
け
て
い
た
。
一
八
八
九
年

度
の
海
軍
予
算
は
約
￡
一
三
六
〇
万
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
四
年
度
に
は
約
￡
三
六
八
〇
万
と
一
五
年
間
で
約
二
・
五
倍
ま
で
増
加
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
財
務
省
や
議
会
か
ら
海
軍
予
算
の
削
減
が
求
め
ら
れ
、
一
九
〇
五
年
度
予
算
は
削
減
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
度
予
算
ま

で
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
り
、
予
算
増
が
抑
え
ら
れ
た）
11
（

。

　

財
政
的
理
由
と
し
て
、
戦
艦
の
必
要
数
の
減
少
も
挙
げ
ら
れ
る
。
弩
型
戦
艦
は
一
隻
の
建
造
コ
ス
ト
が
高
い
も
の
の
、
大
口
径
主
砲
を

多
く
搭
載
し
て
お
り
、
同
じ
火
力
量
を
少
な
い
隻
数
で
投
射
で
き
た
。
結
果
的
に
調
達
の
必
要
が
あ
る
隻
数
は
減
少
し
、
予
算
が
抑
え
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
た）
11
（

。

　

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
弩
型
戦
艦
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
他
国
の
建
艦
計
画
を
混
乱
さ
せ
、
建
艦
速
度
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
は
し
ば
ら
く
の
間
他
国
に
対
し
て
優
位
を
得
ら
れ
、
建
造
数
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
時
に
素
早
い
建
造
に
よ
っ
て
、
他
国
に
よ
る
建
造
計
画
を
常
に
上
回
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た）
11
（

。

２　

ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
以
降
の
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
型
戦
艦
の
建
造

　

ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
が
建
造
さ
れ
た
後
も
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
毎
年
新
た
な
弩
型
戦
艦
を
建
造
し
た
。
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
の
次
に
建
造
さ

れ
た
の
は
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン
級
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
六
―
一
九
〇
七
年
の
計
画
で
三
隻
建
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
同
級
は
一
九
〇
九
年
ま

で
に
完
成
し
た
。
翌
年
の
計
画
で
三
隻
の
建
造
が
決
ま
っ
た
セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
級
は
一
九
一
〇
年
ま
で
に
完
成
し
た
。
一
九
〇
八

―
一
九
〇
八
年
計
画
で
建
造
さ
れ
た
の
は
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
で
、
一
九
一
一
年
に
完
成
し
た）
11
（

。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
弩
型
戦
艦
の
諸
元
に
つ
い

て
は
表
３
に
ま
と
め
て
あ
る
。
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一
九
〇
九
―
一
九
一
〇
年
計
画
で
は
二
つ
の
ク
ラ
ス
の
戦
艦
が
建
造
さ
れ
た
。
一

つ
目
は
コ
ロ
ッ
サ
ス
級
で
、
一
九
一
一
年
ま
で
に
二
隻
建
造
さ
れ
た
。
同
級
は
ネ
プ

チ
ュ
ー
ン
と
基
本
的
な
設
計
が
同
じ
で
あ
り
、
多
少
改
良
が
加
え
ら
れ
て
い
た
だ
け

で
あ
っ
た
。
二
つ
目
は
オ
ラ
イ
オ
ン
級
で
、
四
隻
が
建
造
さ
れ
、
一
九
一
二
年
ま
で

に
完
成
し
た
。
口
径
一
三
・
五
㏌
（
三
四
・
三
㎝
）
の
主
砲
が
搭
載
さ
れ
、
火
砲
が

強
化
さ
れ
た）
1（
（

。

　

一
九
一
〇
―
一
九
一
一
年
計
画
で
建
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
キ
ン
グ
・

ジ
ョ
ー
ジ
五
世
級
で
あ
っ
た
。
四
隻
建
造
さ
れ
た
同
級
は
、
一
九
一
三
年
ま
で
に
完

成
し
た
。
翌
年
の
計
画
で
建
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
ア
イ
ア
ン
・
デ
ュ
ー
ク
級
は

一
九
一
二
年
か
ら
四
隻
の
建
造
が
始
ま
っ
た
。
完
成
は
一
九
一
四
年
で
、
四
隻
中
二

隻
は
開
戦
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た）
11
（

。

　

一
九
一
二
―
一
九
一
三
年
計
画
で
建
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
ク
イ
ー
ン
・

エ
リ
ザ
ベ
ス
級
で
あ
っ
た
。
五
隻
が
建
造
さ
れ
た
同
級
の
完
成
は
大
戦
中
と
な
っ
た
。

主
砲
口
径
は
一
五
㏌
（
三
八
・
一
㎝
）
で
、
バ
イ
エ
ル
ン
級
を
除
く
ド
イ
ツ
海
軍
の

戦
艦
の
主
砲
口
径
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た）
11
（

。

　

一
九
一
一
年
秋
頃
か
ら
検
討
が
始
ま
っ
た
一
九
一
二
―
一
九
一
三
年
計
画
に
つ
い

て
、
焦
点
と
な
っ
た
の
は
主
砲
口
径
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

の
助
言
を
受
け
た
結
果
、
巡
洋
戦
艦
を
重
視
す
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
が
、
第
三
海

軍
卿
な
ど
の
説
得
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
戦
艦
が
建
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
建

表３　イギリス海軍の弩型戦艦の諸元

艦・級名 排水量（t） 砲（inch×門） 速力（kt） 主要装甲（inch）
ベレロフォン 18,600 12×10 21 10
セント・ヴィンセント 19,250 12×10 21 10
ネプチューン 19,900 12×10 21 10
コロッサス 20,000 12×10 21 10
オライオン 22,500 13.5×10 21 12
キング・ジョージ５世 23,000 13.5×10 21 12
アイアン・デューク 25,000 13.5×10 21 12
クイーン・エリザベス 27,500 15×8 25 13
ロイヤル・ソブリン 25,500 15×8 21.5 13

出所：Friedman,�British Battleship,�に基づき筆者作成。
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造
さ
れ
る
戦
艦
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
巡
洋
戦
艦
と
し
て
推
し
て
い
た
一
五
㏌
砲
を
搭
載
し
た
設
計
と
な

り
、
一
九
一
二
年
七
月
に
海
軍
本
部
で
承
認
さ
れ
た）
11
（

。

　

一
九
一
三
―
一
九
一
四
年
計
画
で
建
造
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
ブ
リ
ン
級
で
あ

っ
た
。
五
隻
が
建
造
さ
れ
、
大
戦
後
半
に
完
成
し
た
。
こ
の
頃
巡
洋
戦
艦
は
建
造
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
一
九
一
三
―
一
九
一
四
年
計
画
で
も
巡
洋
戦
艦
の
建
造
を
推
す
声
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
海
軍
本

部
は
装
甲
を
強
化
す
る
方
針
を
採
っ
た
た
め
、
こ
の
年
の
計
画
で
も
巡
洋
戦
艦
は
建
造
さ
れ
ず
、
建
造

が
決
ま
っ
た
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
ブ
リ
ン
級
は
前
級
よ
り
も
低
速
で
重
装
甲
な
設
計
と
な
っ
た）
11
（

。

３　

巡
洋
戦
艦
の
建
造

　

巡
洋
戦
艦
も
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
改
革
の
中
で
生
ま
れ
た
。
最
初
の
巡
洋
戦
艦
と
な
る
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ

ル
級
が
建
造
さ
れ
た
理
由
は
、
高
速
・
高
火
力
・
長
射
程
の
戦
闘
艦
が
優
位
と
考
え
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

が
戦
艦
よ
り
も
装
甲
巡
洋
艦
を
重
視
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
六
年
か
ら
三
隻
建
造
さ
れ
た
イ
ン

ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
は
、
そ
の
任
務
と
し
て
通
商
防
衛
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
同
級
は
就
役
す
る
と
本

国
艦
隊
に
配
備
さ
れ
た）
11
（

。
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
詳
し
く
扱
う
。

　

イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
の
次
に
建
造
さ
れ
た
の
は
イ
ン
デ
ィ
フ
ァ
テ
ィ
カ
ブ
ル
級
で
あ
っ
た
。
一
九

〇
八
―
一
九
〇
九
年
の
計
画
で
建
造
が
決
定
さ
れ
、
一
九
〇
九
年
か
ら
建
造
が
始
ま
り
一
九
一
一
年
に

完
成
し
た
。
同
級
は
前
級
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
諸
元
で
あ
っ
た
。
同
級
が
建
造
さ
れ
た
一
九
〇
八

―
一
九
〇
九
年
計
画
か
ら
一
九
一
一
―
一
九
一
二
年
計
画
ま
で
、
毎
年
新
た
な
ク
ラ
ス
の
巡
洋
戦
艦
が

建
造
さ
れ
た）
11
（

。
諸
元
に
つ
い
て
は
表
４
に
ま
と
め
て
あ
る
。

　

一
九
〇
八
―
一
九
〇
九
年
の
建
造
計
画
で
は
、
元
々
九
・
二
㏌
砲
を
搭
載
し
た
艦
を
建
造
す
る
予
定

表４　イギリス海軍の巡洋戦艦

艦・級名 排水量（t） 砲（inch×門） 速力（kt） 主要装甲（inch）
インディファティカブル 18,750 12×8 25 6
ライオン 26,350 13.5×8 28 9
クイーン・メリー 27,000 13.5×8 28 9
タイガー 28,430 13.5×8 30 9

出所：Roberts,�British Battlecruisers,�に基づき筆者作成。
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で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
が
後
発
で
建
造
し
た
ブ
リ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
が
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
の
諸
元
を
下
回
っ
て
い
た
た
め
で

あ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
海
軍
が
一
九
〇
七
年
か
ら
建
造
し
始
め
た
重
巡
洋
艦
が
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
の
諸
元
を
上
回
っ
た
た
め
、
イ

ギ
リ
ス
海
軍
は
一
二
㏌
砲
を
搭
載
し
た
イ
ン
デ
ィ
フ
ァ
テ
ィ
カ
ブ
ル
級
を
建
造
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
同
級
二
番
艦
、
三
番
艦
は
一

九
〇
〇
年
か
ら
建
造
さ
れ
始
め
、
一
九
一
三
年
ま
で
に
就
役
し
た）
11
（

。

　

イ
ン
デ
ィ
フ
ァ
テ
ィ
カ
ブ
ル
級
と
ほ
ぼ
同
時
に
ラ
イ
オ
ン
級
も
建
造
さ
れ
始
め
た
。
一
九
〇
九
年
か
ら
二
隻
建
造
さ
れ
、
一
九
一
二
年

ま
で
に
就
役
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
級
は
、
前
級
よ
り
性
能
が
大
幅
に
向
上
し
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。
元
々
の
建
造
計
画
で
は
、
イ
ン
デ
ィ
フ

ァ
テ
ィ
カ
ブ
ル
級
と
同
等
の
巡
洋
戦
艦
が
建
造
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
海
軍
が
よ
り
大
型
の
重
巡
洋
艦
を
建
造
す
る
と
い
う

情
報
を
入
手
し
、
海
軍
内
で
よ
り
大
型
の
巡
洋
戦
艦
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
た
た
め
、
一
三
・
五
㏌
砲
を
搭
載
し
た
ラ
イ
オ
ン
級
が
建
造

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
11
（

。

　

ラ
イ
オ
ン
級
に
改
良
を
施
さ
れ
た
の
が
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
同
艦
は
一
九
一
一
年
か
ら
建
造
さ
れ
始
め
一
九
一
三
年
に
就

役
し
た
。
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
の
次
に
建
造
さ
れ
た
の
は
タ
イ
ガ
ー
で
あ
っ
た
。
一
九
一
一
年
に
建
造
が
決
定
さ
れ
、
一
九
一
二
年
か
ら

建
造
が
始
ま
っ
た
タ
イ
ガ
ー
が
就
役
し
た
の
は
開
戦
後
で
あ
っ
た）
（11
（

。

４　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
建
艦
模
様

　

戦
艦
及
び
巡
洋
戦
艦
の
建
造
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
ド
イ
ツ
海
軍
よ
り
高
性
能
な
艦
を
先
行
し
て
建
造
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス

海
軍
が
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
及
び
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
を
建
造
し
始
め
た
の
は
一
九
〇
五
年
か
ら
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
同
型
艦

建
造
よ
り
約
二
年
先
行
し
て
い
る
。

　

建
艦
状
況
を
見
る
と
、「
ド
イ
ツ
＋
六
〇
％
」
が
基
準
と
な
っ
て
以
降
は
明
確
に
ド
イ
ツ
海
軍
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
海
軍
に

対
す
る
優
位
を
維
持
す
る
た
め
の
対
抗
策
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
も
、
ド
イ
ツ
海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
の
海
上
優
勢

の
維
持
を
難
し
く
す
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
文
官
や
武
官
の
中
に
ド
イ
ツ
海
軍
に
対
す
る
脅
威
を
抱
く
者
が
存
在
し
た
こ
と
を
考
慮
す
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る
と
、
影
響
が
無
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

性
能
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
先
行
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
高
性
能
化
に
対
抗
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、
高

性
能
な
艦
船
の
建
造
は
、
量
的
な
拡
大
に
対
し
て
隔
絶
し
た
質
的
優
位
を
作
り
出
す
こ
と
で
優
位
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
実

際
、
ド
イ
ツ
海
軍
を
含
む
各
国
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
遅
れ
な
が
ら
も
弩
型
戦
艦
を
建
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
設
計
に
お
い
て
ド
イ

ツ
の
建
艦
状
況
を
意
識
す
る
な
ど
、
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
能
力
と
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動

　

第
三
章
で
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
能
力
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
対
抗
策
を
事
例
と
し
て
、
仮
説
の
検
証
を
行
う
。
初
め
に
、

ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
通
商
破
壊
能
力
向
上
の
試
み
を
見
る
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
ド
イ
ツ
通
商
破
壊
能
力
に
対
す
る
脅
威
認
識
を

観
察
し
、
最
後
に
対
抗
策
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

㈠　

ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
通
商
破
壊
能
力
の
構
築
と
向
上

　

㈠
で
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
能
力
の
構
築
と
そ
の
向
上
に
つ
い
て
観
察
し
て
い
く
。
初
め
に
ド
イ
ツ
の
高
速
汽
船
と
初
期
の
通
商

破
壊
戦
計
画
を
観
察
し
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
能
力
の
拡
大
を
追
っ
て
い
く
。

１　

ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
仮
装
巡
洋
艦
の
利
用

　

テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
は
戦
闘
艦
隊
の
構
築
を
進
め
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
時
間
が
掛
か
り
短
期
的
な
戦
力
に
不
安
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
海
軍

作
戦
部
は
長
期
的
な
艦
隊
構
築
を
担
う
海
軍
省
と
は
異
な
り
、
短
期
的
に
獲
得
で
き
る
戦
力
を
利
用
し
て
作
戦
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
、
戦
闘
艦
隊
の
み
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
作
戦
部
は
戦
闘
艦
隊
の
構
築
に
執
着
せ
ず
、
一
八
九
六
年
か

001-054_01_齊藤_大学院論文集62号.indd   29001-054_01_齊藤_大学院論文集62号.indd   29 2022/07/19   11:412022/07/19   11:41



� 慶應義塾大学大学院法学研究科論文集62号（令和４年度）

 30

ら
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
通
商
破
壊
戦
に
関
す
る
初
期
的
な
研
究
を
始
め
た）
（1（
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
と
戦
う
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
北
海
に
集
中
で
き
な
い
状
況
を
利
用
し
つ
つ
、
ド
イ
ツ
艦
隊
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、

局
地
的
に
英
独
海
軍
の
戦
力
差
を
縮
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
敵
軍
に
分
散
を
強
い
つ
つ
、
自
軍
を
集
中
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
作
戦
部
で

は
仮
装
巡
洋
艦
に
よ
る
通
商
破
壊
戦
が
検
討
さ
れ
た
。
仮
装
巡
洋
艦
の
利
用
に
は
い
く
つ
か
の
利
点
が
あ
っ
た
。
一
点
目
は
、
仮
装
巡
洋

艦
を
用
い
る
の
で
、
北
海
に
集
中
さ
せ
る
べ
き
ド
イ
ツ
艦
隊
を
分
散
さ
せ
る
必
要
が
無
か
っ
た
点
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
海
軍
は
艦
隊
を
集
中

し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
に
対
し
て
仮
装
巡
洋
艦
狩
り
を
迫
り
、
戦
力
の
分
散
を
強
要
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た）
（10
（

。

　

二
点
目
は
、
ド
イ
ツ
は
商
船
隊
の
規
模
が
大
き
く
、
仮
装
巡
洋
艦
と
し
て
利
用
し
う
る
汽
船
が
多
か
っ
た
点
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
海
軍
は

巡
洋
艦
の
保
有
数
が
少
な
く
、
整
備
も
優
先
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
は
イ
ギ
リ
ス
に
次
ぐ
商
船
隊
の
規
模
を
誇
っ
て
い
た
。
独

仏
の
隻
数
は
一
三
九
〇
隻
と
一
二
七
二
隻
で
大
差
は
無
か
っ
た
が
、
ト
ン
数
で
比
較
す
る
と
一
三
一
万
九
〇
〇
〇
ｔ
と
五
二
万
八
〇
〇
〇

ｔ
で
あ
り
、
大
き
な
差
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
は
既
存
の
船
舶
よ
り
も
速
力
の
あ
る
、
通
商
破
壊
戦
に
適
し
た
高
速
汽
船
を
導
入

し
始
め
て
い
た
。
汽
船
会
社
と
ド
イ
ツ
政
府
の
関
係
も
良
好
で
あ
っ
た
た
め
、
一
八
九
八
年
か
ら
汽
船
会
社
に
補
助
金
を
出
し
、
建
造
す

る
汽
船
を
換
装
で
き
る
よ
う
設
計
し
、
戦
時
に
海
軍
が
徴
用
す
る
合
意
を
結
ん
だ）
（10
（

。

　

一
八
九
八
年
前
後
か
ら
高
速
汽
船
が
就
航
し
始
め
た
。
一
八
九
七
年
に
は
速
力
約
二
二
・
五
kt
の
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ

ア
・
グ
ロ
ッ
セ
号
、
一
九
〇
〇
年
に
は
速
力
約
二
三
kt
の
ク
ロ
ン
プ
リ
ン
ツ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
号
、
一
九
〇
二
年
に
は
速
力
約
二
三
・
五

kt
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
号
が
就
航
し
た
。
こ
れ
ら
三
隻
は
北
ド
イ
ツ
ロ
イ
ド
汽
船
（
以
後
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
の
汽
船
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
一
年

に
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
ア
メ
リ
カ
汽
船
（
以
後
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｇ
）
の
ド
イ
チ
ュ
ラ
ン
ト
号
が
就
航
し
た
。
ド
イ
チ
ュ
ラ
ン
ト
号
は
速
力
約
二
三
kt
を

誇
っ
た
が
、
後
に
改
装
さ
れ
速
力
が
約
一
八
kt
に
低
下
し
た）
（10
（

。
汽
船
の
詳
し
い
性
能
は
表
５
に
ま
と
め
て
あ
る
。

２　

通
商
破
壊
戦
の
本
格
検
討
と
仮
装
巡
洋
艦
戦
力
の
拡
大

　

高
速
汽
船
の
就
航
を
受
け
て
、
作
戦
部
は
一
九
〇
二
年
三
月
頃
か
ら
対
英
通
商
破
壊
戦
の
本
格
的
な
検
討
を
始
め
、
九
月
に
報
告
書
が
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作
成
さ
れ
た
。
報
告
書
で
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
は
巡
洋

艦
と
海
外
拠
点
が
少
な
い
た
め
、
通
常
の
通
商
破
壊

戦
を
実
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
指
摘
さ
れ
、
汽
船

を
仮
装
巡
洋
艦
に
換
装
す
る
準
備
が
な
さ
れ
れ
ば
、

仮
装
巡
洋
艦
に
よ
る
通
商
破
壊
戦
が
可
能
で
あ
る
と

さ
れ
た
。
報
告
書
は
作
戦
部
長
ま
で
上
げ
ら
れ
、
一

九
〇
五
年
か
ら
、
海
外
拠
点
に
配
備
さ
れ
て
い
た
旧

式
艦
は
戦
時
に
仮
装
巡
洋
艦
へ
一
〇
・
五
㎝
砲
な
ど

の
武
装
や
水
兵
を
供
給
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た）
（10
（

。

　

一
九
〇
六
年
か
ら
対
英
通
商
破
壊
戦
は
経
済
的
打

撃
を
与
え
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
計
画
し
直
さ
れ

た
。
作
戦
の
目
的
が
拡
大
さ
れ
た
結
果
、
高
速
汽
船

四
隻
で
は
戦
力
が
不
足
し
た
た
め
、
作
戦
部
は
仮
装

巡
洋
艦
に
換
装
す
る
候
補
と
な
る
汽
船
を
増
や
そ
う

と
試
み
た
。
海
軍
省
は
、
戦
闘
艦
隊
を
構
築
す
る
リ

ソ
ー
ス
が
仮
装
巡
洋
艦
に
割
か
れ
る
こ
と
を
嫌
い
拡

大
に
非
協
力
的
で
あ
っ
た
が
、
プ
リ
ン
ツ
・
ア
イ
テ

ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
号
、
プ
リ
ン
ツ
・
ル
ー
ト
ヴ

表５　ドイツ海軍の仮装巡洋艦候補汽船

船名 排水量（t） 速力（kt）
ヴィルヘルム２世 19,361 23.5
カイザー・ヴィルヘルム・デア・グロッセ 14,349 22.5
カップ・トラファルガー 18,710 18
カップ・フィニステレ 14,503 17
カップ・ポロニオ 19,300 16
クロンプリンツ・ヴィルヘルム 15,908 23
クロンプリンツェシン・セシリー 19,503 23.5
ジョージ・ワシントン 25,570 19
ドイチュラント／ヴィクトリア・ルイーズ 16,703 23/18
プリンツ・アイテル・フリードリッヒ 8,797 15
プリンツ・フリードリッヒ・ヴィルヘルム 17,082 17.5
プリンツ・ルートヴィッヒ 9,687 15.5
オズワルド 約20,000 17
カイゼリン・アウグステ・ヴィクトリア 24,581 17.5
ヨハン・ハインリヒ・ブーヒャルト 約20,000 17
ティルピッツ N/A N/A

出所：�Schmalenbach,�German�Raiders;�Seligmann,�Royal Navy and German Threat;�Schwerdtner,�
German�Ocean�Liners,�に基づき筆者作成。
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ィ
ッ
ヒ
号
、
ク
ロ
ン
プ
リ
ン
ツ
ェ
シ
ン
・
セ
シ
リ
ー
号
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
属
す
る
汽
船
三
隻
が
候
補
に
追
加
さ
れ
た）
（10
（

。

　

一
九
一
二
年
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
進
め
ら
れ
て
き
た
通
商
破
壊
能
力
の
構
築
が
加
速
し
た
。
こ
の
年
に
は
、
ア
ガ
デ
ィ
ー
ル
事
件
な
ど

が
勃
発
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
戦
争
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
通
商
破
壊
能
力
の
構
築
は
望
ま
し
い
規
模
ま
で
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
海
外
に
配
備
さ
れ
た
艦
船
を
利
用
す
る
新
た
な
計
画
が
、
皇
帝
の
支
持
を
受
け
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
海
軍
省
が
協
力
的
な
姿
勢
に
転
じ
、
仮
装
巡
洋
艦
に
搭
載
す
る
火
砲
も
一
五
㎝
砲
を
利
用
可
能
と
な
っ
た）
（10
（

。

　

仮
装
巡
洋
艦
の
拡
大
も
図
ら
れ
、
従
来
の
七
隻
か
ら
最
大
一
五
隻
と
な
っ
た
が
、
従
来
の
候
補
の
う
ち
低
速
な
プ
リ
ン
ツ
・
ア
イ
テ

ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
号
と
プ
リ
ン
ツ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
号
が
登
録
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
、
そ
の
場
合
は
一
三
隻
と
な
っ

た
。
追
加
さ
れ
た
八
隻
の
汽
船
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
南
ア
メ
リ
カ
汽
船
の
カ
ッ
プ
・
フ
ィ
ニ
ス
テ
レ
号
、
カ
ッ
プ
・
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
号
、

カ
ッ
プ
・
ポ
ロ
ニ
オ
号
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
号
、
プ
リ
ン
ツ
・
フ
リ
ー
ド
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
号
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｇ
の
オ
ズ

ワ
ル
ド
号
、
ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ブ
ー
ヒ
ャ
ル
ト
号
で
、
テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
号
は
大
戦
勃
発
に
よ
り
建
造
が
中
断
さ
れ
、
戦
後
ま
で
完

成
し
な
か
っ
た）
（10
（

。

　

セ
リ
グ
マ
ン
（M

atthew
�Seligm

ann

）
と
シ
ュ
マ
レ
ン
バ
ッ
ハ
（Paul�Schm

alenbach

）
の
挙
げ
る
候
補
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
両

者
は
一
二
隻
を
共
通
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
セ
リ
グ
マ
ン
の
挙
げ
る
テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
号
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
号
、
ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ブ

ー
ヒ
ャ
ル
ト
号
は
シ
ュ
マ
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
挙
げ
る
候
補
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
シ
ュ
マ
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｇ
の
カ
イ
ゼ

リ
ン
・
ア
ウ
グ
ス
テ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
号
を
挙
げ
て
い
る）
（10
（

。

㈡　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
ド
イ
ツ
通
商
破
壊
能
力
に
対
す
る
脅
威
認
識

　

㈡
で
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
試
み
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
脅
威
認
識
を
観
察
し
て
い
く
。
初
め
に
、
通
商
破
壊
が
脅
威
と
な
り
う
る

理
由
を
示
し
た
後
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
脅
威
認
識
の
推
移
を
観
察
し
て
い
く
。
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１　

イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
通
商
破
壊
の
脅
威

　

通
商
破
壊
は
、
海
上
優
勢
を
持
た
な
い
側
に
よ
る
相
手
国
の
海
上
輸
送
を
妨
害
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
通
商
破
壊
が
イ
ギ

リ
ス
に
も
た
ら
す
脅
威
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

通
商
破
壊
が
イ
ギ
リ
ス
に
も
た
ら
す
脅
威
と
は
食
料
・
工
業
原
材
料
の
輸
入
断
絶
と
海
上
保
険
料
の
高
騰
で
あ
っ
た
。
元
々
穀
物
の
輸

出
国
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
輸
入
国
に
転
じ
た
。
一
九
世
紀
半
ば
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
工
業
製
品
の
輸
出
国
で
あ
っ

た
が
、
食
糧
や
工
業
生
産
の
た
め
の
原
材
料
は
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
人
口
増
加
が
続
い
た
一
方
で
農
家
が

減
少
し
、
国
内
で
の
食
糧
生
産
量
は
減
少
し
た）（（1
（

。
例
え
ば
一
八
七
〇
年
に
は
一
四
一
万
七
〇
〇
〇
ha
の
農
地
で
小
麦
が
生
産
さ
れ
て
い
た

が
、
一
九
〇
〇
年
に
は
七
四
万
七
〇
〇
〇
ha
と
な
り
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
主
食
と
な
る
穀
物
な
ど
食
料
品
の
輸
入
依
存
度

が
高
ま
っ
た
。
一
九
一
三
年
に
は
、
穀
物
の
五
五
％
と
食
肉
の
四
〇
％
が
輸
入
で
賄
わ
れ
て
い
た）
（（（
（

。

　

工
業
生
産
に
必
要
な
原
材
料
も
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
〇
〇
年
に
鉄
鉱
石
を
約
六
四
〇
〇
ｔ
輸
入
し
て
い

る
。
一
九
一
三
年
の
原
材
料
輸
入
状
況
は
全
体
の
八
分
の
七
に
及
び
、
綿
花
、
羊
毛
の
八
〇
％
、
非
鉄
金
属
の
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
さ
れ
て

い
た）
（（0
（

。

　

さ
ら
に
、
通
商
破
壊
は
船
舶
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
海
上
保
険
市
場
を
混
乱
さ
せ
る
効
果
も
あ
り
、
そ
の
可
能
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
保
有
船
舶
は
、
汽
船
に
限
っ
て
も
一
九
〇
〇
年
時
点
で
約
九
〇
〇
〇
隻
、
約
七
〇
〇
万
ｔ
に
及
ん
だ）
（（0
（

。

　

イ
ギ
リ
ス
が
国
民
の
消
費
す
る
食
料
と
工
業
生
産
に
必
要
な
原
材
料
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
た
め
、
海
上
輸
送
を
妨
害
す
る
通
商
破
壊

と
い
う
軍
事
行
動
は
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
活
動
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
、
戦
争
継
続
能
力
を
奪
い
う
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

２　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
よ
る
ド
イ
ツ
通
商
破
壊
戦
の
探
知
と
初
期
の
評
価

　

ド
イ
ツ
で
は
、
高
速
汽
船
が
一
八
九
七
年
か
ら
就
航
し
始
め
、
一
九
〇
二
年
に
は
通
商
破
壊
戦
の
本
格
的
な
研
究
が
始
め
ら
れ
た
。
イ

ギ
リ
ス
は
、
ド
イ
ツ
が
本
格
的
な
研
究
を
始
め
る
前
の
一
九
〇
一
年
頃
か
ら
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
戦
を
予
見
し
て
い
た
。
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イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
に
よ
る
通
商
破
壊
戦
の
可
能
性
を
検
討
し
始
め
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
下
院
に
設
置

さ
れ
た
汽
船
会
社
に
対
す
る
補
助
金
を
検
討
す
る
委
員
会
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
一
年
五
月
に
、
国
内
外
の
汽
船
会
社
に
対
す
る
補
助
金
を

調
査
す
る
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
汽
船
補
助
金
委
員
会
は
Ｎ
Ｉ
Ｄ
の
ス
タ
ー
デ
ィ
ー
（Frederick�Sturdee

）
大
佐
を
呼
び
出
し
、
汽

船
会
社
へ
の
補
助
金
に
関
し
て
質
問
し
た
。
質
疑
に
よ
る
と
、
要
請
に
応
じ
て
汽
船
を
海
軍
へ
引
き
渡
す
こ
と
を
条
件
に
、
汽
船
会
社
七

社
一
八
隻
に
年
間
￡
七
万
七
八
一
三
を
支
出
し
て
い
た）
（（0
（

。

　

委
員
会
が
一
九
〇
二
年
に
発
表
し
た
報
告
書
で
は
、
外
国
政
府
に
よ
る
補
助
金
の
条
件
と
し
て
速
力
や
政
府
の
管
理
、
船
員
の
国
籍
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
速
力
に
つ
い
て
、
一
定
以
上
の
速
度
の
汽
船
は
運
用
効
率
が
低
い
た
め
、
高
速
汽
船
が
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ

れ
て
い
る
の
か
疑
問
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
補
助
金
支
給
状
況
が
示
さ
れ
、
仮
装
巡
洋
艦
に
換
装
さ
れ

る
可
能
性
が
議
論
さ
れ
て
い
る）
（（0
（

。

　

汽
船
補
助
金
委
員
会
で
の
議
論
を
受
け
て
、
ク
ス
タ
ン
ス
が
率
い
て
い
た
Ｎ
Ｉ
Ｄ
で
は
ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
汽
船
の
利
用
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
、
高
速
汽
船
を
戦
時
に
武
装
さ
せ
仮
装
巡
洋
艦
へ
換
装
で
き
る
可
能
性
を
認
識
す
る
に
至
っ
た）
（（0
（

。

　

仮
装
巡
洋
艦
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
部
分
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ア
ー
ノ
ル
ド
＝
フ
ォ
ス
タ
ー
は
、
一
九
〇
二
年
初
頭
に
セ

ル
ボ
ー
ン
へ
送
付
し
た
覚
書
に
お
い
て
高
速
汽
船
を
換
装
し
た
仮
装
巡
洋
艦
に
よ
る
通
商
破
壊
戦
の
危
険
性
を
指
摘
し
た
。
覚
書
で
は
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
や
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｇ
は
補
助
金
に
よ
り
高
速
汽
船
の
建
造
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
高
速
汽
船
が
仮
装
巡
洋
艦
へ
換
装
さ
れ
れ
ば
、
イ
ギ

リ
ス
の
商
船
隊
に
と
っ
て
脅
威
と
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）
（（0
（

。

　

ア
ー
ノ
ル
ド
＝
フ
ォ
ス
タ
ー
に
よ
る
覚
書
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
計
画
に
つ
い
て
推
測
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ

ツ
海
軍
作
戦
部
で
通
商
破
壊
戦
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
二
年
九
月
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
の
覚
書
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
報
告
書

以
前
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
と
な
る）
（（0
（

。
し
か
し
、
一
九
〇
二
年
初
め
の
時
点
で
、
ド
イ
ツ
は
汽
船
へ
補
助
金
を
出
し
て
お
り
、
高
速
汽
船
も

就
航
し
て
い
た
。
覚
書
作
成
時
点
で
ド
イ
ツ
海
軍
の
意
図
に
つ
い
て
は
不
確
定
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
海
軍
が
仮
装
巡
洋
艦
を
用
い
て
通

001-054_01_齊藤_大学院論文集62号.indd   34001-054_01_齊藤_大学院論文集62号.indd   34 2022/07/19   11:412022/07/19   11:41



シーパワーに対するバランシング行動

35

商
破
壊
戦
を
実
施
す
る
能
力
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ア
ー
ノ
ル
ド
＝
フ
ォ
ス
タ
ー
か
ら
の
覚
書
を
受
け
取
っ
た
後
に
セ
ル
ボ
ー
ン
が
作
成
し
た
覚
書
は
、
戦
時
に
は
、
通
商
防
衛
を
行
わ
な

け
れ
ば
海
上
保
険
料
が
急
騰
し
商
船
の
運
航
が
困
難
に
な
る
と
と
も
に
、
物
価
も
高
騰
し
う
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
巡

洋
艦
は
ド
イ
ツ
の
高
速
汽
船
に
速
力
、
石
炭
積
載
量
で
及
ば
な
い
た
め
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
を
補
足
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
通
商
破
壊
は
イ
ギ
リ
ス
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
海
軍
は
そ
れ
を
企
図
し
て

い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る（
（（1
（

。
セ
ル
ボ
ー
ン
の
覚
書
か
ら
は
通
商
破
壊
戦
よ
っ
て
生
じ
る
直
接
的
な
被
害
に
加
え
て
、
通
商
破
壊
戦
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
間
接
的
な
被
害
も
考
慮
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

一
九
〇
二
年
一
一
月
に
、
Ｄ
Ｎ
Ｉ
が
ク
ス
タ
ン
ス
か
ら
バ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
へ
交
代
し
た
。
彼
は
Ｄ
Ｎ
Ｉ
就
任
以
前
か
ら
通
商
防
衛
を
重

要
な
任
務
と
考
え
て
お
り
、
就
任
後
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
に
よ
る
通
商
破
壊
戦
を
重
視
し
た
。
し
か
し
、
バ
ッ
テ
ン

バ
ー
グ
の
任
期
で
あ
っ
た
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇
五
年
の
間
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
意
図
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
は
無
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
ド
イ
ツ
の
能
力
に
基
づ
き
脅
威
を
評
価
し
て
い
た（
（12
（

。

　

一
九
〇
三
年
一
〇
月
、
海
軍
本
部
は
列
強
各
国
の
巡
洋
艦
戦
力
を
比
較
し
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
巡
洋
艦
の
建
造
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

巡
洋
艦
戦
力
は
仏
露
の
戦
力
よ
り
も
大
き
く
な
る
と
予
測
し
て
い
た
。
海
軍
本
部
は
仮
装
巡
洋
艦
と
な
り
う
る
汽
船
に
関
す
る
評
価
も
行

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
換
装
候
補
と
な
り
う
る
汽
船
を
五
七
隻
有
し
て
い
た
。
対
し
て
ド
イ
ツ
は
一
〇
隻
が
候
補
と
な
り
う
る
が
、
ド
イ
ツ

の
汽
船
は
速
力
と
排
水
量
で
優
位
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
新
造
船
を
建
造
す
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
汽
船
は
イ
ギ
リ
ス
汽
船
に
対
し
て
速
力
の

優
位
が
あ
る
と
評
価
し
た（
（1（
（

。

３　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
ド
イ
ツ
通
商
破
壊
能
力
に
関
す
る
脅
威
認
識
の
変
化

　

一
九
〇
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｇ
に
属
す
る
汽
船
が
平
時
か
ら
兵
器
を
搭
載
し
た
状
態
で
航
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
報
告
を
受
け
た
。
こ
の
報
告
は
事
実
で
な
か
っ
た
が
、
仮
に
事
実
で
あ
っ
た
場
合
、
ド
イ
ツ
海
軍
は
海
外
拠
点
が
少
な
い
と
い
う
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弱
点
を
克
服
し
て
通
商
破
壊
を
実
行
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た）
（00
（

。

　

こ
の
報
告
を
契
機
に
し
て
、
オ
ッ
ト
レ
ー
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
で
は
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
脅
威
評
価
の
手
法
が
変
化
し
た
。
従
来
、
能
力
に
基
づ

き
評
価
し
て
い
た
Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
、
ド
イ
ツ
の
意
図
も
考
慮
に
入
れ
て
評
価
し
始
め
、
能
力
以
外
の
情
報
も
収
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

報
告
を
受
け
て
海
軍
大
学
で
も
兵
棋
演
習
を
行
い
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
に
よ
る
影
響
を
検
証
し
た
。
こ
れ
ら
の
試
み
の
結
果
、
Ｎ

Ｉ
Ｄ
は
ド
イ
ツ
の
高
速
汽
船
が
い
つ
で
も
武
装
可
能
な
状
態
で
平
時
か
ら
航
行
し
て
お
り
、
そ
の
上
、
仮
装
巡
洋
艦
に
換
装
さ
れ
る
高
速

汽
船
が
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
四
隻
よ
り
多
く
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
脅
威
評
価
は
一
九
〇
七
年
か
ら
オ
ッ
ト

レ
ー
の
後
任
の
Ｄ
Ｎ
Ｉ
と
な
っ
た
ス
レ
ー
ド
の
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
た）
（00
（

。

　

一
九
〇
九
年
か
ら
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
新
た
な
情
報
源
か
ら
情
報
を
入
手
し
始
め
た
。
元
々
海
軍
ア
タ
ッ
シ
ェ
で
組
織
さ
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
彼
ら

が
入
手
し
た
情
報
に
基
づ
き
諜
報
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
Ｄ
Ｎ
Ｉ
の
ス
レ
ー
ド
は
、
ア
タ
ッ
シ
ェ
以
外
の
情
報
源
と
し
て
ド
イ
ツ
国
内
に

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
用
意
し
始
め
た
。
一
九
〇
九
年
に
は
秘
密
活
動
局
が
設
置
さ
れ
、
秘
密
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
他
に
も
海
外
の
基
地
や
イ
ギ
リ
ス
領
事
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
提
供
な
ど
に
よ
っ
て
も
ド
イ
ツ
海
軍
に
関
す
る
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
た）
（00
（

。

　

仮
装
巡
洋
艦
戦
力
の
脅
威
評
価
に
対
し
て
懐
疑
的
な
意
見
も
存
在
し
た
。
一
九
〇
九
年
に
は
、
通
商
防
衛
策
の
不
足
を
訴
え
る
ベ
レ
ス

フ
ォ
ー
ド
（Lord�Charles�Beresford

）
大
将
が
海
軍
大
臣
マ
ッ
ケ
ナ
（Reginald�M

ckenna

）
や
海
軍
本
部
と
対
立
し
た
。
マ
ッ
ケ
ナ
や

海
軍
本
部
は
ド
イ
ツ
の
汽
船
は
常
時
兵
器
を
搭
載
し
て
お
ら
ず
、
脅
威
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
事
実
と
し
て
、
海
軍
本
部
側
の
主
張
は

正
し
か
っ
た
が
、
海
軍
本
部
は
新
た
に
入
手
し
た
情
報
か
ら
ド
イ
ツ
の
通
商
破
壊
戦
に
対
す
る
評
価
を
改
め
、
脅
威
と
認
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た）
（00
（

。

　

ア
ガ
デ
ィ
ー
ル
事
件
に
際
し
て
、
少
な
く
と
も
一
三
隻
の
汽
船
が
武
装
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
海
軍
本
部
に
報
告
さ
れ
た
。
一
九
一

二
年
に
は
、
三
八
隻
の
汽
船
が
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
候
補
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
文
書
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
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ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
大
規
模
な
通
商
破
壊
戦
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
同
年
に
は
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
新
設
さ
れ
た
海
軍
作
戦
部
の

一
部
門
に
再
編
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
脅
威
評
価
が
再
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
と
変
わ
る
こ
と
は
無
く
、
ド
イ
ツ
の
高
速

汽
船
は
平
時
か
ら
武
装
を
積
ん
で
い
る
と
結
論
付
け
ら
れ
た）
（00
（

。

　

海
軍
大
臣
に
就
任
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ド
イ
ツ
の
汽
船
が
常
時
武
装
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
た
め
、
独
自
に
情
報

を
収
集
し
、
仮
装
巡
洋
艦
へ
換
装
す
る
際
の
問
題
か
ら
ド
イ
ツ
の
通
商
破
壊
能
力
が
脅
威
と
な
ら
な
い
と
結
論
付
け
た）
（00
（

。

　

こ
の
結
論
に
対
し
て
、
海
軍
本
部
内
か
ら
反
論
が
生
じ
た
。
第
二
海
軍
卿
ジ
ェ
リ
コ
ー
（John�Jellicoe

）
大
将
や
作
戦
部
長
は
、
汽
船

を
換
装
す
る
問
題
は
、
攻
撃
す
る
時
間
と
場
所
を
選
択
可
能
な
ド
イ
ツ
海
軍
に
と
っ
て
問
題
と
な
ら
ず
、
換
装
の
際
の
人
員
の
問
題
や
手

続
き
も
事
前
の
準
備
で
解
決
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
武
装
に
つ
い
て
は
常
備
す
る
意
図
が
表
明
さ
れ
て
お
り
、
石
炭
補
給
も

洋
上
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
反
論
も
な
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
批
判
は
海
軍
内
か
ら
多
く
の
反
論
を
生
み
、

海
軍
本
部
の
ド
イ
ツ
海
軍
に
対
す
る
脅
威
評
価
が
変
わ
る
こ
と
は
無
か
っ
た）
（00
（

。

　

大
戦
直
前
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
に
対
す
る
損
害
予
測
が
出
さ
れ
た
。
予
測
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
海
軍
は
四
隻
の
巡
洋
艦
と
一
二
隻
の

仮
装
巡
洋
艦
を
大
西
洋
に
配
備
可
能
で
、
そ
の
う
ち
半
分
を
通
商
ル
ー
ト
上
に
展
開
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
大
西
洋
に
お
い
て
は

一
日
八
隻
、
一
週
間
で
五
六
隻
の
イ
ギ
リ
ス
船
が
損
害
を
受
け
る
と
予
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
極
東
で
は
一
日
三
隻
、
一
週
間
で
二
一
隻
の

損
害
が
出
る
と
予
測
さ
れ
、
大
西
洋
と
極
東
を
合
わ
せ
て
一
週
間
で
七
七
隻
の
損
害
が
生
じ
、
開
戦
か
ら
五
週
間
で
三
八
五
隻
、
イ
ギ
リ

ス
の
保
有
す
る
大
型
船
の
約
一
〇
％
に
及
ぶ
損
害
が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
た）
（00
（

。

㈢　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
よ
る
ド
イ
ツ
通
商
破
壊
能
力
へ
の
対
抗
策

　

㈢
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
ド
イ
ツ
仮
装
巡
洋
艦
か
ら
の
脅
威
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
抗
策
を
講
じ
た
の
か
を
観
察
す
る
。
イ
ギ
リ

ス
海
軍
は
、
高
速
汽
船
の
建
造
、
巡
洋
戦
艦
の
建
造
、
民
間
船
の
武
装
と
い
う
対
抗
策
を
講
じ
た
。
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１　

高
速
汽
船
の
建
造

　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
行
っ
た
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
へ
の
対
抗
策
の
一
つ
目
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
も
仮
装
巡
洋
艦
と
な
り
う
る
高
速

汽
船
へ
補
助
金
を
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
試
み
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
が
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
汽
船
の
ル
シ
タ
ニ
ア
号
と

モ
ー
リ
タ
ニ
ア
号
で
あ
っ
た
。

　

汽
船
補
助
金
委
員
会
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
と
い
う
脅
威
を
認
識
す
る
契
機
と
な
っ
た
が
、
そ
の
脅
威
へ
の
対
抗
策
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
た
。
委
員
会
で
証
言
し
た
ブ
ラ
ッ
シ
ー
（T

hom
as�Brassey

）
に
よ
る
と
、
補
助
金
を
拠
出
し
て
仮
装
巡
洋
艦
と
な
る

汽
船
を
建
造
す
る
こ
と
は
効
果
的
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
仮
装
巡
洋
艦
は
通
商
防
衛
に
有
益
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
ベ
レ
ス
フ
ォ
ー
ド
は

汽
船
を
徴
用
し
て
仮
装
巡
洋
艦
と
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
、
連
絡
船
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
利
用
方
法
に
は
差
が
あ
る
も

の
の
、
委
員
会
は
国
防
目
的
の
た
め
の
高
速
か
つ
航
続
距
離
が
長
い
船
舶
に
絞
っ
て
補
助
金
を
拠
出
す
る
こ
と
が
良
い
と
結
論
付
け
た）
（01
（

。

　

委
員
会
で
補
助
金
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
た
の
と
同
時
期
に
、
海
軍
内
で
も
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
地
中
海
艦
隊
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
や
バ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
は
通
商
防
衛
を
強
化
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
、
海
軍
は
低
性
能
な
汽
船
に
補
助
金
を
拠
出
す
る
の
で
は
な
く
、
高

性
能
な
汽
船
に
対
し
て
補
助
金
を
出
す
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
し
た）
（0（
（

。

　

セ
ル
ボ
ー
ン
は
仮
装
巡
洋
艦
の
脅
威
を
重
視
し
、
高
速
汽
船
へ
の
補
助
金
拠
出
を
支
持
し
て
い
た
。
一
九
〇
二
年
の
覚
書
は
、
仮
装
巡

洋
艦
の
脅
威
へ
の
対
抗
策
と
し
て
、
通
商
防
衛
用
の
巡
洋
艦
を
建
造
す
る
か
、
補
助
金
を
出
し
て
高
速
汽
船
を
建
造
し
戦
時
に
徴
用
す
る

か
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
巡
洋
艦
建
造
の
コ
ス
ト
を
考
慮
す
る
と
、
高
速
汽
船
に
補
助
金
を
拠
出
す
る
方
が
効
果
的

と
し
て
い
る）
（00
（

。
一
九
〇
三
年
の
海
軍
予
算
説
明
書
で
も
、
高
速
汽
船
へ
補
助
金
を
拠
出
す
る
こ
と
は
「
特
殊
な
目
的
を
効
果
的
に
満
た
す

最
も
経
済
的
な
手
法
で
あ
る）
（00
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

汽
船
補
助
金
委
員
会
や
海
軍
本
部
内
で
高
速
汽
船
に
対
す
る
補
助
金
を
議
論
し
て
い
る
頃
、
米
国
の
国
際
商
業
海
洋
会
社
が
大
西
洋
の

海
運
を
独
占
す
る
た
め
に
、
汽
船
会
社
を
買
収
し
始
め
た
。
こ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
な
汽
船
会
社
が
米
国
資
本
下
に
入
っ
た）
（00
（

。
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自
国
の
汽
船
会
社
が
米
国
の
資
本
下
に
入
る
こ
と
を
懸
念
し
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ま
だ
買
収
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
キ
ュ
ナ
ー
ド
汽
船

を
支
援
し
よ
う
と
し
た
。
セ
ル
ボ
ー
ン
は
覚
書
で
示
し
た
、
高
速
汽
船
に
対
し
て
補
助
金
を
出
す
と
い
う
案
を
政
府
に
提
示
し
、
キ
ュ
ナ

ー
ド
汽
船
と
の
契
約
を
実
現
し
た
。
セ
ル
ボ
ー
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
契
約
は
高
速
汽
船
の
確
保
を
意
図
し
て
お
り
、
そ
の
他
政
府
関
係
者

に
と
っ
て
は
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
汽
船
が
買
収
さ
れ
な
い
よ
う
に
支
援
す
る
口
実
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た）
（00
（

。

　

一
九
〇
三
年
七
月
に
キ
ュ
ナ
ー
ド
汽
船
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
間
で
結
ば
れ
た
契
約
に
よ
る
と
、
好
条
件
下
な
ら
ば
速
力
二
四
kt
か
ら
二

五
kt
を
維
持
し
て
航
行
可
能
な
大
型
汽
船
を
二
隻
建
造
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
契
約
書
に
は
キ
ュ
ナ
ー
ド
汽
船
の
汽
船
は
イ
ギ
リ

ス
船
籍
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
も
書
か
れ
て
い
る）
（00
（

。

　

こ
の
契
約
で
建
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
高
速
汽
船
が
ル
シ
タ
ニ
ア
号
と
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
号
で
あ
っ
た
。
両
船
は
一
九
〇
五
年
か
ら
建

造
が
始
め
ら
れ
一
九
〇
七
年
に
完
成
し
た
。
排
水
量
は
三
万
ｔ
を
超
え
、
速
力
は
二
五
kt
に
及
び
、
ル
シ
タ
ニ
ア
号
は
最
高
で
二
六
・
五

kt
を
出
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
海
軍
が
選
ん
だ
汽
船
の
う
ち
最
速
は
二
三
・
五
kt
で
あ
り
、
最
大
の
排
水
量
も
約
二
万
五
〇
〇
〇
ｔ
で
あ
っ

た
た
め
、
両
船
は
ド
イ
ツ
の
有
す
る
汽
船
の
い
ず
れ
よ
り
も
巨
大
か
つ
高
速
で
あ
っ
た）
（00
（

。

２　

巡
洋
戦
艦
の
建
造

　

ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
戦
力
に
対
抗
す
る
た
め
、
セ
ル
ボ
ー
ン
は
経
済
性
を
考
慮
し
補
助
金
の
拠
出
で
高
速
汽
船
を
確
保
す
る
政

策
を
進
め
、
キ
ュ
ナ
ー
ド
汽
船
と
の
契
約
に
結
び
付
い
た）
（00
（

。

　

し
か
し
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
と
戦
う
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
も
仮
装
巡
洋
艦
を
用
い
る
と
い
う
考
え
に
対
し
て
は
、
バ
ッ
テ

ン
バ
ー
グ
や
委
員
会
で
証
言
し
た
ベ
レ
ス
フ
ォ
ー
ド
や
コ
ロ
ン
ブ
（John�Colom

b

）
が
反
対
し
て
い
た）
（00
（

。

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
第
一
海
軍
卿
に
就
任
す
る
と
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
新
型
艦
で
あ
る
弩
型
戦
艦
と
巡
洋
戦
艦
の
導
入
を
進

め
た
。
一
九
〇
四
年
末
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
設
計
案
に
正
当
性
を
持
た
せ
る
た
め
設
計
委
員
会
を
設
置
し
た
。
委
員
会
は
一
四
人
か
ら

な
り
、
バ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
や
ベ
ー
コ
ン
（Reginald�Bacon

）
大
佐
、
ジ
ェ
リ
コ
ー
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
委
員
で
は
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な
か
っ
た
が
、
委
員
長
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
た）
（01
（

。

　

設
計
委
員
会
は
一
九
〇
五
年
初
頭
に
一
〇
回
開
催
さ
れ
、
検
討
さ
れ
た
設
計
案
は
一
九
〇
五
年
七
月
ま
で
に
海
軍
本
部
で
承
認
さ
れ
た
。

承
認
さ
れ
た
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
の
諸
元
は
排
水
量
一
万
六
七
五
〇
ｔ
、
主
砲
口
径
一
二
㏌
（
三
〇
・
五
㎝
）、
速
力
約
二
五
kt
、
主
要

装
甲
六
㏌
（
一
五
二
㎜
）
で
、
主
砲
で
あ
る
一
二
㏌
砲
八
門
は
二
門
ず
つ
四
基
の
砲
塔
に
搭
載
さ
れ
て
い
た
。
実
際
に
建
造
さ
れ
た
同
級

は
排
水
量
が
約
一
万
七
二
五
〇
ｔ
と
、
若
干
増
加
し
て
い
る）
（0（
（

。

　

な
ぜ
従
来
と
異
な
る
高
速
、
高
火
力
の
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
を
建
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
主
力
艦

の
建
造
に
お
い
て
、
速
力
と
火
力
を
重
視
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
技
術
的
に
発
展
し
て
き
た
潜
水
艦
や

魚
雷
も
重
視
し
て
い
た
。
雷
撃
戦
力
の
能
力
向
上
の
結
果
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
遠
海
に
お
け
る
作
戦
行
動
の
た
め
に
装
甲
巡
洋
艦
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
た
一
方
で
、
近
海
で
の
戦
艦
の
必
要
性
が
低
下
し
た
と
判
断
し
、
戦
艦
の
廃
止
を
訴
え
た）
（00
（

。

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
航
続
距
離
が
長
く
高
速
な
装
甲
巡
洋
艦
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
の
装
甲
巡
洋
艦
に
よ
っ
て
通
商
防
衛
を
行
お
う
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
場
合
、
通
商
へ
の
脅
威
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
に
限
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

ベ
ー
コ
ン
は
、
伝
記
で
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
と
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
の
脅
威
の
関
係
を
指
摘
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
同
級
は

「
長
く
望
ま
れ
て
い
た
が
叶
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
い
か
な
る
武
装
商
船
を
狩
る
の
に
十
分
な
速
力
を
持
ち
、
同
時
に
巡
洋
艦
と
交
戦

す
る
こ
と
が
可
能
な
艦
と
い
う
要
望
を
満
た
す
た
め
に）
（00
（

」
設
計
さ
れ
た
。
同
級
は
速
力
二
五
kt
を
出
す
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

ド
イ
ツ
の
高
速
汽
船
に
対
し
て
差
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た）
（00
（

。

　

一
九
〇
五
年
後
半
に
は
仮
装
巡
洋
艦
の
役
割
を
検
討
す
る
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
結
果
、
仮
装
巡
洋
艦
に
仮

装
巡
洋
艦
で
対
抗
す
る
の
は
、
敵
と
同
じ
条
件
で
戦
う
こ
と
に
な
る
た
め
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
適
切
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
巡
洋
戦

艦
は
ド
イ
ツ
の
仮
装
巡
洋
艦
を
狩
る
任
務
に
適
し
て
い
る
と
の
結
論
が
出
さ
れ
た）
（00
（

。
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３　

民
間
船
の
武
装

　

高
速
汽
船
と
巡
洋
戦
艦
の
建
造
は
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
を
狩
る
試
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
民
間
船
に
平
時
か

ら
武
装
を
施
す
こ
と
で
ド
イ
ツ
海
軍
に
よ
る
通
商
破
壊
に
対
し
て
自
衛
で
き
る
よ
う
に
す
る
試
み
も
行
わ
れ
た
。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
英
独
間
の
戦
争
が
国
内
へ
与
え
る
影
響
を
懸
念
し
て
い
た
。
内
務
大
臣
と
し
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
物
流
や
食
料
供
給

に
与
え
る
影
響
を
検
討
し
て
き
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
英
独
間
の
戦
争
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
入
が
停
止
す
る
こ
と
懸
念
し
て
お
り
、
ド

イ
ツ
海
軍
の
計
画
と
能
力
に
関
す
る
情
報
収
集
の
強
化
と
通
商
破
壊
へ
の
新
た
な
対
抗
策
を
打
ち
出
す
こ
と
と
し
た）
（00
（

。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
の
対
抗
策
は
、
民
間
船
に
武
装
を
施
し
通
商
破
壊
を
試
み
る
ド
イ
ツ
艦
か
ら
自
衛
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

問
題
を
検
討
す
る
た
め
、
海
軍
本
部
内
に
イ
ギ
リ
ス
商
船
の
武
装
に
関
す
る
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
委
員
会
は
一
九
一
二
年
五
月
に
報

告
書
を
完
成
さ
せ
、
ド
イ
ツ
の
仮
装
巡
洋
艦
戦
力
は
脅
威
で
あ
り
、
開
戦
時
か
ら
航
海
中
の
汽
船
を
守
る
に
は
武
装
を
施
す
こ
と
で
自
衛

さ
せ
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
り
、
コ
ス
ト
も
掛
か
ら
な
い
手
段
で
あ
る
と
し
た）
（00
（

。

　

報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
海
軍
は
キ
ュ
ナ
ー
ド
汽
船
と
イ
ギ
リ
ス
郵
便
定
期
汽
船
と
協
議
し
、
両
社
の
保
有
す
る
汽
船
に
武
装
を
施

す
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
一
二
年
一
一
月
に
は
、
武
装
を
施
す
汽
船
約
四
〇
隻
の
リ
ス
ト
が
両
社
に
送
ら
れ
た
。
同
時
に
法
的
問
題
、
人

員
を
確
保
す
る
制
度
が
整
え
ら
れ
、
一
九
一
三
年
四
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
郵
便
定
期
汽
船
の
ア
ラ
ゴ
ン
号
が
二
門
の
自
衛
用
火
砲
を
搭
載

し
、
最
初
の
武
装
汽
船
と
し
て
南
米
へ
と
航
海
し
た
。
そ
の
後
汽
船
に
武
装
を
施
す
措
置
は
拡
大
さ
れ
、
大
戦
直
前
に
は
三
九
隻
の
武
装

汽
船
が
運
行
さ
れ
て
い
た）
（00
（

。

４　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
対
抗
策
実
施
模
様

　

イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
戦
に
対
抗
す
る
た
め
に
実
施
し
た
三
つ
の
政
策
に
つ
い
て
、
ル
シ
タ
ニ
ア
号
と
モ
ー
リ
タ

ニ
ア
号
の
建
造
に
は
、
軍
事
目
的
以
外
の
要
因
も
影
響
し
て
い
た
が
、
セ
ル
ボ
ー
ン
は
高
速
汽
船
の
建
造
を
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
戦

へ
の
対
抗
策
と
位
置
付
け
て
お
り
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
能
力
向
上
へ
の
対
抗
策
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ
ブ
ル
級
の
建
造
に
つ
い
て
、
同
級
と
と
も
に
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
の
建
造
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
戦
艦

不
要
論
が
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
ベ
ー
コ
ン
も
同
級
に
は
通
商
防
衛
と
戦
艦
の
補
助
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
し
て
お

り
、
必
ず
し
も
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
を
狩
る
専
用
の
艦
船
と
し
て
建
造
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同
級
の
建
造
に
あ
た

り
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
に
対
抗
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

民
間
船
の
武
装
は
船
舶
自
体
を
軍
籍
に
入
れ
指
揮
下
に
置
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
民
間
船
を
武
装
さ
せ
る
こ
と
が
通
商
破
壊

か
ら
の
自
衛
以
外
の
目
的
を
持
つ
と
は
考
え
に
く
い
。
民
間
船
の
武
装
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
仮
装
巡
洋
艦
へ
の
対
抗
策
と
捉
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
「
シ
ー
パ
ワ
ー
は
脅
威
と
な
り
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
引
き
起
こ
す
の
か
」
と
い
う
問
い
を
設
定
し
た
。
こ
の
問
い
に
答

え
る
た
め
、「
シ
ー
パ
ワ
ー
は
敵
の
軍
事
力
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
脅
威
と
な
り
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
引
き
起
こ
す
」
と

い
う
仮
説
を
立
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
英
独
海
軍
の
軍
備
競
争
を
事
例
と
し
て
検
証
し
た
。
一
つ
目
の
事
例
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商

破
壊
能
力
と
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
で
あ
り
、
二
つ
目
の
事
例
は
ド
イ
ツ
海
軍
の
制
海
能
力
と
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
バ
ラ
ン

シ
ン
グ
行
動
で
あ
っ
た
。
両
方
の
事
例
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
能
力
向
上
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
脅
威
を
抱
き
、
対
抗
策
を

講
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
立
て
ら
れ
た
仮
説
は
支
持
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
対
抗
策
は
必
ず
し

も
ド
イ
ツ
海
軍
の
み
を
念
頭
に
置
い
た
措
置
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
の
問
題
・
論
争
点
を
三
点
指
摘
し
た
。
一
つ
目
は
、
シ
ー
パ
ワ
ー
が
脅
威
と
な
る
の
か
で
あ
っ
た
。
海
軍
は
脅

威
に
な
ら
な
い
と
し
た
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
に
対
し
て
、
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
は
地
理
的
な
偏
向
は
あ
る
も
の
の
、
軍
事
力
は
脅
威
に
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な
る
と
述
べ
る）
（00
（

。

　

仮
説
を
検
証
し
た
結
果
、
シ
ー
パ
ワ
ー
が
脅
威
と
な
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
通
商
破
壊
と
制
海
と
い
う
二

種
類
の
軍
事
行
動
を
遂
行
す
る
能
力
に
対
し
て
脅
威
を
抱
き
、
対
抗
策
を
講
じ
て
い
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
土

地
を
占
領
し
な
い
軍
事
行
動
を
遂
行
す
る
能
力
に
対
し
て
脅
威
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
シ
ー
パ
ワ
ー
は
土
地
を

占
領
で
き
な
い
た
め
脅
威
と
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
が
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

二
つ
目
は
パ
ワ
ー
の
測
り
方
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
は
シ
ー
パ
ワ
ー
を
主
力
艦
艇
の
数
に
よ
っ
て
計
測

し
て
い
る
。
一
方
で
、
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
は
パ
ワ
ー
を
測
定
す
る
た
め
に
兵
員
数
と
予
算
を
基
準
と
し
て
い
る）
（01
（

。

　

本
稿
に
お
け
る
研
究
か
ら
、
両
方
の
測
定
方
法
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
事
例
研
究
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
ド
イ
ツ
海

軍
の
仮
装
巡
洋
艦
戦
力
に
対
し
て
脅
威
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
主
力
艦
を
基
準
と
し
て
測
定
す
る
と
、
こ
の
脅
威
は

見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
。
海
軍
力
の
測
定
は
軍
事
行
動
に
合
わ
せ
た
戦
力
を
測
定
す
る
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　

兵
員
数
と
予
算
と
い
う
基
準
に
も
問
題
が
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
改
革
に
は
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
で
き
う
る
限
り
予
算
を
減
ら
す
意

図
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
予
算
を
基
準
に
す
る
と
、
改
革
で
予
算
を
抑
え
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
弩
型
戦
艦
や
巡
洋
戦
艦
を
就
役
さ
せ
て
お
り
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
を
採
っ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
予
算
を
基
準
と
す
る
と
、
実
際
の
政
策
を
上
手
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

最
後
の
問
題
・
論
争
点
は
、
事
例
研
究
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
レ
ヴ
ィ
と
ト
ン
プ
ソ
ン
の
研
究
は
長
期
間
を
扱
う
も
の
の
、
定
量
的
な

手
法
の
た
め
因
果
関
係
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
え
て
い
な
い
。
一
方
で
、
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
は
定
性
的
手
法
を
用
い
る
も
の
の
、
扱
わ
れ
る

ケ
ー
ス
が
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
に
絞
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
認
め
て
い
る
地
理
的
な
偏
向
が
存
在
す
る
の
か
検
討
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問

題
が
存
在
し
て
い
る）
（0（
（

。

　

本
稿
で
は
、
英
独
海
軍
を
事
例
研
究
と
し
て
取
り
上
げ
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
能
力
向
上
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
脅
威
認
識
と
対
抗
策
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を
観
察
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
定
量
的
手
法
の
問
題
点
を
乗
り
越
え
て
い
る
。
事
例
研
究
の
結
果
、
パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
の
指
摘
す
る

内
的
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
に
注
目
す
る
重
要
性
も
理
解
で
き
た）
（00
（

。

　

パ
レ
ン
ト
と
ロ
サ
ト
の
問
題
点
は
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
間
の
関
係
し
か
扱
っ
て
い
な
い
点
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
英
独
と
い
う
ラ
ン
ド
パ

ワ
ー
国
と
シ
ー
パ
ワ
ー
国
の
関
係
を
扱
っ
た
。
そ
の
結
果
、
領
域
に
関
係
な
く
軍
事
力
が
脅
威
と
な
り
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
行
動
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
事
例
研
究
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
極
東
や
西
半
球
の
シ
ー
パ
ワ
ー
国
で
あ
っ
た
日
本
や
米
国
と
の

対
決
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
国
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
と
の
対
決
を
優
先
さ
せ
た
点
は
興
味
深
い
。
こ
こ
か
ら
、
脅
威
認
識

に
つ
い
て
、
国
家
の
地
理
的
な
性
質
よ
り
も
、
そ
の
国
家
の
保
有
す
る
軍
事
力
の
領
域
的
な
性
質
を
検
討
す
る
ほ
う
が
有
益
で
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
稿
で
は
英
独
海
軍
の
事
例
し
か
扱
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
の
仮
説
が
一
般
的
性
格
を
有
す
る
か
判
断
す

る
の
は
難
し
い
。
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
シ
ー
パ
ワ
ー
が
脅
威
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
国
家

に
と
っ
て
も
シ
ー
パ
ワ
ー
が
脅
威
と
な
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
と
似
た
環
境
に
あ
る
国
家
は
シ
ー
パ

ワ
ー
に
脅
威
認
識
を
抱
く
と
予
想
で
き
る
。

　

今
後
は
本
稿
で
扱
っ
た
事
例
以
外
の
シ
ー
パ
ワ
ー
を
観
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
仮
説
の
一
般
性
を
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
シ
ー
パ
ワ
ー
以
外
の
領
域
的
パ
ワ
ー
に
対
象
を
広
げ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
的
パ

ワ
ー
が
政
策
、
戦
略
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
、
今
後
は
シ
ー
パ
ワ
ー
以
外
に
も

注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
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